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淋巴系統 ニヨル結核菌ノ體内播布

ニ關 スル實驗 的研究

第3報 生及ビ死結核菌ノ播布状態ニ就テ

九州帝國大學醫學部細菌學教室(圭任 戸田忠雄教授)

大學院學生 川 村 一 男

緒 言

第1章 實験材料

第2章 實験方法

第1節 實験方法ノ概略及實験二必要ナル事項

第1項 結核菌浮游液ノ製法

第2項 摘出淋巴腺及臓器二就テ

第3項 淋巴腺摘出方法

第4項 摘出淋巴腺ノ非薄塗抹標本作製法

第5項 非薄塗抹標本染色

第6項 塗抹標本鏡槍成績記載方法

第2節 静脈内二注入セラレタル墨汁穎粒ノ全

勇淋巴腺内分布状態二就テ

第3節 健康海猿淋巴腺中抗酸性菌ノ有無検査

方法

第4節 淋巴腺塗抹標本鏡検方法 ト、培養法ニ
ヨノレ淋巴腺内結核菌ノ謹明方法 トノ比

較實験法

第5節 生結核菌接種實験方法

第1項 鼻孔粘膜下生結核菌接種實験

第2項 前趾蹴皮下生結核菌接種實験

第3項 後趾臆皮下生結核菌接種實験

第4項 膝關節腔内生結核菌接種實験

第5項 腹腔内生結核菌接種實験

第6項 腹壁皮下生結核菌接種實験

第6節 死結核菌接種實験方法

第1項 前趾蹴皮下死結核菌注入實験

第2項 後趾蹄皮下死結核菌注入實験

第3項 膝關節腔内死結核菌注入實験

第4項 腹腔内死結核菌注入實験

第5項 腹壁皮下死結核菌注入實験

3章 實験成績

第1節 静脈内二注入 セラv・Pt7v墨汁 ノ全均淋

巴腺内播布状態 二就 テ

第2節 健康海瞑淋巴腺 中抗酸性菌 ノ存否決定

第3節 淋巴腺乳剤 ノキノレヒナー氏培地内培養

ト、淋巴腺非薄塗抹標本鏡検成績 トノ

比較

第4節 種 々ナル個所 ヨリ接種セラレタル生結

核菌 ノ淋巴系統ニヨル播布状態 二就 テ

第1項1)鼻 孔粘膜下生結核菌接種實験成

績

2)小 括

第2項1)前 趾蹴皮下生結核菌接種實験成

績

2)小 括

第3項1)後 趾蹴皮下生結核菌接種實験成

績

2)小 括

第4項1)膝 關節腔内生結核菌接種實験成

績

2)小 括

第5項1)腹 腔 内生結核菌接種實験成績

2)小 括

第6項1)腹 壁皮下生結核菌接種實験成績

2)小 括

第5節 種 々ナル個所 ヨリ注入 セラレタル死結

核菌 ノ膣内播布状態二就テ

第1項 前趾蹴皮下死結核菌注入實験成績

第2項1)後 趾蹄皮下死結核菌注入實験成
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績

2)小 括

第3項1)膝 關節腔内死結核菌注入實験成

2)小 括

第4項1)腹 腔 内死結核菌注入實験成績

2)小 括

第5項1)腹 壁皮下死結核菌注入實験成績

第4章 種 々ナル個所ヨリ接種セラレタル結核菌

緒

諸種細菌性疾患二於テ、病原菌 ノ膿内播布状態

ノ詳細 テ知ル事 ハ、軍二疾病 ノ経過 テ測知 スル

ニ重要 ナル意義テ有スルニ1ヒラズ、疾病 ノ豫防、

拉 二治療上 ノ指針テ得ル爲 二重要 ナル役目テ演

ズル事ハ何人モ首肯 スル塵 ナリ。

余ハ結核菌 ノ膿内播布状態 ノ研究 テ行 フ凸 當

リ、本研究 二關 スル文獣 テ旙ケルニ、1889年

Jeannel{1)ノ 報告テ以テ噛矢 トナシ、爾來本問

題 二關 シテハ種々ナル方面 ヨリ廣汎二亙 リテ多

数 ノ研究報告行ハ レ、机 ヒ山テナス有檬 ニシテ

弦 二其文献 ノ縮 テテ記載 シ蓋 スコ トノ到底至難

ナルテ知 レリ、依 ツテ特二最近獲表 セラレタル

文献 ノ走テ基 ゲ、本研究二關 スル從來 ノ實験方

法 テ窺ハントス。1921年 二宮木(賜 ・結核菌ノ

皮内接種テ行 ヒタル後、一定時間ノ間隔テ以テ

探取セル心血 テ健康海猿二接種 シソノ病攣 ノ有

無 テ以テ結核菌ノ進行速度 テ知 レリ。1922年

二原澤(3)ハ試獣 ノ背部皮下二結核菌 ノ接種 テ

行 ヒタル後、時間的間隔テ以テ探取セル心血 ノ

牛量テ健康海瞑 二注入 シ、 該海倶 ノ各臓器拉

二淋巴腺 ノ病理組織學的検索テ行 ヒ、一方二於

テハ ソノ残部 ノ心血テ卵黄寒天培地二培養 シタ

ル後、結核菌 ノ登育状態 テ観察 セリ。斯 クシテ

動物通過實験、蚊二培養實験成績 ノ結果 テ綜合

シ以テ結核菌 ノ罷内播布状態 テ知 ラントセリ。

1922年 、 二大串`4⊃ハ結核菌テ…脛口的 二投 與セ

シメタル後、時間的間隔 テ置キテ門脈血テ探取

シ、結核菌ノ門脈血中二出現 スル時間テ知 リ、

言

ノ進行経路蛇二播布状態二就テ

第5章 結核菌ノ部團淋巴腺、誼二遠隔淋巴腺侵

襲二就テ

第6章 結核菌ノ肺臓誼二氣管氣管枝淋巴腺ノ侵

襲二就テ

第7章 総括及ビ考按

第8章 結 論

文 厭

更二各臓器 ノ病理組織學的検索 テ行 ヒ、結核菌

ノ膿内播布状態 テ云々セリ。1924年 一一一L6wen・

stein及 ピMoritsch(5)ハ 海瞑 ノ趾踪皮 内二生

結核菌 ノ接種 テ行 ヒ、時間的間隔 テ以 テ該趾蹟

ノ末梢 ヨリ順次切断手術 テ行 ヒタル後、 「ッベ

ル クリン」反慮ニヨリ海猿 ノ結核感染有無テ判

定 シ、以テ結核菌 ノ膿内 二於ケル進行速度テ知

t!リ。1926年 二大野⑥ハ眼1滴 實験、鼻腔内貼

滴實験、及 ピ腹部皮下結核菌接種實駿 二於テ撒

個 ノ淋巴腺、及 ピ臓器 ノ肉眼的、拉二病理組織

學的攣化テ観察 シ、以テ接種 セラレタル結核菌

ノ淋巴系統 ニヨル播布状態 ノ比鞍的詳細ナル報

告 テ行 ヘリ。1927年 』清水(7⊃ハ海瞑 二結核菌

テ噴霧 吸入,セシメタル後、時間的間隔 テ以テ探

取 シタル心血 テ健康海瞑 二接種 テ行 ヒ、該海猿

ノ結核感染有無 ヨリ、初代海猿膿 内二於ケル結

核菌 ノ播布状態 テ測知 セリ。1927年 二中谷 〔8,

ハ動物通過實験方法ニヨリテ、接種セラレタル

結核菌ノ心血中一出現 スル時間テ知 リ、以テ結

核菌 ノ禮 内播布 ノ遅速 テ云kセ リ。1931年 二

J.Oerskovu.A.K.Jensen.(9)ハ 、 結核菌

接種後種 々ナル時間二試獣テ撲殺 シタル後、一

定重量 ノ肝臓、腎臓、脾臓等 ノ臓器片、及 ピ腸

間膜淋巴腺 ノ切除 テ行 ヒ、之 テPetroff氏 培地

二培養 シタルー方、又同一試獣 ノ臓器乳剤 テ、

健康動物 二接種 シ、更二顯微鏡下二結核菌有無

ノ探索 テ行 ヒタル後、是等三實験 ノ成績 テ比較

シ、以 テ結核菌 ノ禮 内播布駄態 二關スル研究報
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告 テ行 ヘ リ。

1933年 二Max.B.LurieM.D.(10)・ ・結核

菌接種後 一定重量 ノ各圭要臓 器片 ノ切除 テ行

ヒ.ソ ノ各々 ラPetroff氏 培 地、Dorset氏 培

地 二培 養 シテ登育 セルColonieノ 撒 テ算 シ以 テ

結核 菌 ノ禮 内播布状態 二關 スル研究 ラ行 ヘ リ。

1936年 、R.且.Dahl.(11)ハ 多敷 ノ海倶 テ試

獣 トナ シ、腹部皮 下二結核菌 凄種 テ行 ヒ、 一定

時間毎 二接種 部位 テ切除 シタル後 、該海狽 ノ結

核 感染 ノ有無 テ知 リ、之 ヨ リ初 代海瞑 ノ感染状

態 テ測知 シ、 以 テ結核菌 ノ進行拉 二播布状態 ノ

観察 テ行 ヘ リ。

上述 セル ガ如 ク、結核 菌 ノ禮 内播布状態 二關 ス

ル研究報 告ハ枚暴 二逞 アラザル歌態 ナ レドモ、

其 研究方法 テ通寛徳括 セバ、 即 チ種 々ナル方 法

邑 ヨリテ試獣 ラ感染 セ シメタル後
、「ツベル クリ

ン」反慮及 ピ各臓器二於 ケル肉眼的、或 ハ病理組

織學的攣化 ノ検索、拉 ビニ組織片 ノ培養、或ハ

臓器片、心血等 ノ動物膿 内通過テ行ヘルモ ノニ

シテー定 セル研究方法ニヨリ結核菌 ノ髄 内播布

状態テ關明セントスルニ外 ナラズ シテ、結核菌

ノ禮 内播布状態、特二淋巴系統 ニヨル結核菌 ノ

播布状態 ノ詳細テ知 ラントスルニハ、從來行ハ

レタル上述 ノ如キ研究方法 一ヨル成績 ノ乏テ以

テハ猶ホ満足 シ得ザル状態ナ リ.

弦二於 テ余ハ襲二、第1報 、第2報 二於テ報告

シタル海狽淋巴系統 ノ解剖學的研究 テ基礎 トシ

テ、先 ヅ、種々ナル個所 ヨリ接種 セラレタル結

核菌ノ全身淋巴腺内 二於 ケル 播布状態 テ観察

シ、更 二封照 トシテ死結核菌 ノ淋巴系統 ニヨル

播布状態 ノ詳細テモ観察 シ、生、死結核菌 ノ比

較テ行ヘ リ。

第1章 實験材料

1)供 試獣、100除 頭 ノ成熟海狽

2)供 試菌 教室保在 ノ「フラソクフルb」株人型結核

菌

3)供 試 培 地、 さ トラ ニ ヤー 二氏 培 地 、

ナ ー氏 培 地

及 ビ キル ヒ

第2章 實験方法

第1節 實 験 方 法 ノ概 略 及 ピ

實 験 弓必 要 ナ ル事 項 。

余が研究 ノ圭ナル目的ハ海猿 ノ種 々ナル 個所 二結核

菌 ノ接種 ヲ行 ヒタル後、結核菌力'海瞑 ノ肺臓r肝 濠、

腎臓・脾臓、蛇二全均40絵 個ノ淋巴腺内二出現 スベ

キ径路・及 ビ進行速度 ヲ淋巴腺 ノ塗抹標本ニヨリテ観

察 ヲ行 フコトニヨツテ髄内進入結核菌 ノ播布状態ヲ

知ラソトスノレニアリ.從來諸家ニヨツテ試 ミラレタル

結核菌ノ詮明方法ハ、直接鏡槍法、培養法、及ビ動物

髄接種法ノ3方 法ニジテ、就中動物接種方法 ヲ最モ正

確ナ リトセラル ・モ、余ガ今同 ノ實験 二於テハ、海瞑

1頭 ニツキ40除 個ノ淋巴腺二就 テ槍査ヲ行フ必要ア

リシガ故二総ベテノ淋巴腺二就 テ動物遁過實験 ヲ行

ヒテ瞼査スルコトノ極メテ困難ナル ヲ知t!リ
。從ツテ

余が用ヒ得タル方法ハ、培養法、及ビ直接鏡瞼方法ノ

2法 ノミナ リ。而シテ余ハ淋巴腺菲薄塗床標本槍査二

ヨ7v成績ノ確實性 ヲ知ラソガ爲 二先 ヅ次 ノ2實 験 ヲ

行ヘリ。

1)淋 巴腺塗抹標本鏡槍方法 ヲ行 フニ當 リテ最モ重

要ナル事 … 健康海猿淋巴腺内二於ケル抗酸性菌 ノ存

否決定ニシテ、若 シ健康海瞑淋巴腺内二塗抹方法ニヨ

リ容易二抗酸性菌ヲ登見シ得ル場合アリトセバ
、余 ノ

行ハ ソトスル塗抹標本鏡検方法ニテノ・、結核菌 トノ鑑

別困難ナルガ故二他 ノ方法二依 ラザノレベカラザル事

ハ勿論ナリ
。之ガ爲二余・・健康海狸淋巴腺内抗酸性菌

ノ存否 ヲ確定スベ久5頭 ノ海狸二就テ淋巴腺塗抹標

本 ノ鏡楡 ヲ行ヒタル結果、健康海瞑淋巴腺中二全ク抗

酸性菌 ヲ曇見シ得 ザルヲ知 レリ。

2)並 二於テ鍛頭ノ海狸 二生結核菌 ノ接種 ヲ行 ヒ
、各

各ノ海狽 ヨi)20eq個 ノ淋巴腺 ヲ全ク無菌的二捕出シ
、

ソノ112量 ヲキル ヒナー一一tc培地中二入v
、30乃 至35

日間培養 ヲ行ヒタル後、乏』辺 ネルゼ ソ氏染色法 ヲ行

ヒテ・結核菌 ノ存否 ヲ決定 セリ
。而シテー方残 リノ1/Q
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量 ノ淋巴腺 ヲ塗抹標本 トナシ.雨 者 ノ成績 ノ比較 ヲ行

ヒ、塗抹標本中二於ケル結核菌出現 ノ確實性 ヲ確信セ

リ。並 二於テ余・・始メテ69頭 ノ海猿 ヲ使用 シテ本實

験二移 レルナリ。

第1項 結核菌俘游 液 ノ製法

1)生 菌浮游液 ノ製法

ぺbラ ニヤー二氏培地上 二約40日 間培養 ヲ行 ヒタル

蛋育旺盛ナル人型結核菌ヲ5選 化學天秤ニテ測定シ、

之ヲ乳鉢内二入v、1乃 至2滴 ノ生理的食盤水ヲ先ヅ

滴加シ、良〃研磨 シタル後、全量ヲ1.0妬 トナシ、供

試菌5薩 二i封シテ生理的食瞳水1.0琵 ノ割合 ナル 菌

浮游液 ヲ作製ス。

2)死 菌浮游液 ノ製造、前記生菌浮游液製法 ト同一方

法 ノ下二同・一割合 ノ生菌浮游液ヲ作製シ、コッホ釜中

ニテ1時 間加熱殺菌ス。

第2項 摘 出淋 巴腺及臓器 名

1)顔 面及頸部淋巴腺 ・

頬部淋巴腺、噸部淋巴腺、耳下淋巴腺、淺頸部淋

巴腺、深頸部淋巴腺、鎖骨上窩淋巴腺。

2)前 牛均淋巴腺

後肩脾骨淋巴腺、腋窩淋巴腺。

3)後 牛均淋巴腺

膝脳激嚢淋巴腺、深鼠瞑部淋巴腺、膝腫窩淋巴腺。

4)胸 腔内淋巴腺

前上縦隔蜜淋巴腺、氣管氣管枝淋巴腺。

5)腹 腔内及後腹膜腔内淋巴腺

幽門部淋巴腺、肝門部淋巴腺、膵肝門淋巴腺、腎

臓部淋巴腺、腰下部淋巴腺、薦骨淋巴腺。

6)臓 器

肺臓、肝臓、腎臓、脾臓。

第3項 淋巴腺 摘出方法

第1報 、 第2章 第3節 二 記載セル淋巴腺 ノ位置、形

状、及 ビ淋巴腺摘出捷径ヲ熟知 シタル後、先ヅ海狽 ノ

4肢 ヲ充分伸展 セシメテ仰臥位 二固定シタル後、胸腹

部 ヲ「リゾール」或ハ「アルコール」ヲ以テ消毒 ヲ行 ヒ

無菌的二正中線上二於テ、噸下部 ヨリ恥骨上部 二達ス

ル皮膚切創ヲ加へ、皮膚 ノ剥離 ヲ行 ヒタル後、皮下表

在淋巴腺 ヲー定 ノ順序二頸部ヨリ尾部ヘ ト摘出ヲ行

ヒ、夏二胸腹部 二存在セノレ淋巴腺 ヲ摘出シ、摘出順次

二滅菌「シヤー レ」上二配列 ヲ行フ。コノ際摘出淋巴腺

ノ混同ヲ來サザル標注意シタノレ・・勿論ナリ。叉淋巴腺

摘出二當 リテハ血管 ヲ損傷セザル檬常 二細心 ノ注意

ヲ以テ行ヘリ。

第4項 摘 出淋巴腺 ノ菲薄 塗

抹標本作製 法

滅菌「シヤー1/」内二順次配列 セラレタル 淋巴腺 ノ各

各 二就 キ、先 ヅ周園組織 ヲ除去 シタノレ後、淋巴腺ノー

部 二切創 ヲ加ヘテ塗抹スベキ載物硝子上二置キ、更二

齪切シテ共 ノ内容 ヲ歴出セシメ、塗抹標本成績 ノ正鵠

ヲ期セソが爲メ淋巴腺 ノ大小二庶 ジ或ノ・廣 ク、或ハ

狭 ク、且適當 ノ厚サニ塗抹 ヲ行ヘ リ。塗抹 ヲ行フニ當

リテ・・、一度使用セル鑓子、及 ビ鋏 ノ・各 々ノ淋巴腺毎

二最初「リゾール」中ニテ洗ヒ、次二「アル コール」中ニ

テ再 ピ洗 ヒタル後、火焔ニテ充分滅菌 シ、前淋巴腺内

二存在 セシ菌ガ他淋巴腺塗抹標本中二迷入セザル標

注意ヲナセリ。

第5項 菲薄塗 抹標 本染 色法

総テチールネノレゼソ染色法 ニヨル。 一

第6項 塗抹標本鏡検 成績 記載 方法

淋巴腺塗抹標本鏡検二當 リテ・・、常二塗抹全面 ノ槍査

ヲ行 ヒテ成績 ヲ決定セリ。即チ

1)塗 抹全面二結核菌 ヲ詮明シ得ザル ヲ(一)

)

)

9
細

9
σ

)4

)

・ノ

)

)

FD

ハ0

ワ
・

R
u

塗抹全面 二1乃 至3個 ノ菌 ヲ曇見セル場合(十)

10数硯 野毎 二1乃 至3個 ノ菌 ヲ登見セル場合(什)

塗抹全面 二結核菌 ノ1群 ヲ登見 セル場合(骨)

数覗野毎 二1乃 至3個 ノ菌 ヲ登見セル場合(柵)

塗抹全面二結核菌 ノ2乃 至3群 ヲ登見セル場合

(帯)

各覗野毒二1乃 至3個 ノ菌ヲ(冊)

各視野毎二10籔 個 ノ菌 ヲ獲見セル場合(冊)

各郵野毎二多数 ノ菌 ヲ獲見 セル場合(柵 柵)

各覗野毎二無数 ノ菌 ヲ獲見セル場合(◎◎)

第2節 静 脈 内 二注 入 セ ラ レ タ

ノレ墨 汁 穎 粒 ノ全 身淋 巴 腺 内 播 布

状 態 二就 テ

1923年 二天野(12)カ・動脈及 ビ静脈 二結核菌ヲ注入・y

タル後、種 々ナル臓器、蚊二淋巴腺内二於ケル分布状

態 ノ観察 ヲ行 ヒタル結果 ニヨレバ、淋巴腺内二於ケノγ

菌 ノ出現傘ノ・極メテ小ナリト云フ。

余・・先ヅ墨汁 ヲ使用 シテ、結核菌 ノソレト比較 セソガ

爲二静脈内二注入セラレタル 墨汁頴粒ガ全身 ノ各淋

巴腺二出現 シ來ル状態 ノ観察 ヲ行ヘリ。コレが爲二3

頭 ノ海狸 ヲ使用シテ先 ヅ頸部正中線二皮膚切創 ヲ加
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へ、 細心ノ注意ヲ以テ外科的二外頸静脈 ヲ露出セシ

メ、比較的細キ注射針 ヲ使用シテ夫々、0・5蝿、1・O

i姥、2.0蛯 ヲ直接静脈管内 二注入 シタル 後、18時

間、20時 間、48時 間 ト夫々時間ヲ異ニシテ撲殺 ヲ行

ヒ、全勇40飴 個 ノ淋巴腺及 ピ4圭 要臓器 ノ摘出ヲ行

ヒタル後、之ヲ無塵置 ノ儘載物硝子上二歴挫シテ顯検

ヲ行 ヒ墨汁頴粒出現 ノ多寡ニヨリ次 ノ如クニ分類記

載 セリ(第1表 参照)。

全ク墨汁顧粒ヲ認メザルモノ(一)

顯 瞼ニヨリ少量 ノ穎粒ヲ認メタル場合(十)

顯瞼ニヨリ中等量 ノ墨汁穎粒 ヲ認メタル揚合(什)

顯 瞼ニヨリ大量 ノ墨汁顧粒ヲ認 メタル場合(惜)

肉眼的二少量 ノ墨汁黒染 ヲ認メ得ル場合(冊)

第3節 健 康 棚 冥淋 巴 腺 内抗 酸

性 菌 ノ有 無 槍 査 方 法

本實験!・、生、死結核菌並 二非病原性抗酸性菌 ノ播布

状態 ノ研究二i封スル豫備實験ニシテ、健康海狸淋巴腺

内二於ケル抗酸性菌 ノ有無決定ノ・、塗抹標本鏡検方法

ニヨリテ獲見セラレタル抗酸性菌 が接種セラレタル

ノ・結核菌ナルヤ否ヤノ決定二最モ重要ナル 意義 ヲ有

ス。動物室二於テ飼育セル健康海猿5頭 ヲ無塵置 ノ儘

ニテ「〃ロロフォノレム」麻酔ノ下二殺シ、 直チニ前記方

法二從 ヒテ淋巴腺、虹二圭要臓器二塗抹標本 ヲ鏡検

ジ、以テ結核菌 ノ有無ヲ確定セリ。 ソノ成績が陰性ナ

リシバ前述 ノ如 シ。

第4節 淋 巴 腺 塗 抹 標 本 鏡 槍 方

法 ト、 培 養 法 ニ ヨノレ淋 巴 腺 内 結

核 菌 ノ謹 明 方 法 トノ比 較 實 験 法

本實験 ヲ行フニ當 リテノ・、固定シタル海猿 ノ胸腹部 ヲ

沃度丁幾ニテ清毒 シタ〃後、第1節 第4項7於 テ記載

セル方法 ノ下二淋巴腺並二臓器 ノ摘出ヲ行 ヒタル後、

其 ノ112ヲ 塗抹標本ノ作製二使用シ、 残 リノ】ノ2ノ・乳

鉢中二入v、4乃 至5滴 ノ0.85%食 唖水 ヲ摘下シタ

ル後、充分二研磨 ヲ行ヒ、更二之二5%ノ 硫酸水ノ2

乃 至3滴 ヲ滴下・y、再ピ研磨 シ、数分間放置シタル後、

製tラ レタル乳剤ヲキルヒナー氏培地内二注入シ、37

C度 ノ艀卵器中二30乃 至35日 間培養 ヲ行 ヒタル後、

きルヒナー氏培地 ノ上暦浮游液及 ビ沈澱物 ヲ載物硝

子上 二塗抹シ型 ノ如 クニチール、ネルゼソ氏染色法 ヲ

行 ヒテ塗抹全面ヲ鏡槍シ、菌 ノ多寡ニヨリ(十)(什)

(○◎)ノ3種 二分類セリ。

淋巴腺乳刺作製 二當 リテノ・、各淋巴腺毎二滅菌シタノレ

乳鉢 ヲ使用シテ他淋巴腺内ノ菌 ノ迷入ヲ防ギタルノ・

勿論ナリ。以上 ノ如キ方法 ノ下二2.5罷 ノ生結核菌 ヲ

腹壁皮下二接種 シタル後、5日 目二殺シタル1例 、及

ビ關節腔内二1.0薩 ノ生結核菌ヲ接種シタル後、5日

目二殺シタル1例 、及 ピ鼻孔粘膜下二1.0彪 ヲ夫 々接

種ジタル後、2日 目、10日 目二殺 シタル4例 、 合計

6例 二就テ淋巴腺並二臓器乳剤 ノ培養 ヲ行 ヒ、結核菌

ノ有無ヲ確定シ、以テ塗抹標本鏡検方法ニヨル成績 ト

ノ比較ヲ行ヘリ(第2、 第3表 参照)。

第5節 生 結 核 菌 接 種 實 験 方 法

第1項 鼻孔粘膜下生結核菌接種實験

「ツベルクリソ」注射針 ヲ使用シテ、鼻孔粘膜下二供試

生結核菌浮游液0.2蛭 、帥チ1.0薩 ノ結核菌ヲ細心 ノ

注意ヲ以テ徐々二接種 シタル後、1時 間、2時 間、6

時間、15時 間、20時 間、2日 、5日 、6日 、8日 、

10日 、14日 、15日 、30日 ト夫 々間隔 ヲ置キテ「〃ロ

ロフォルム」麻醇 ノ下二殺 ヅ、全均淋巴腺、蚊二4圭

要臓器中二於ケル接種結核菌 ノ播布状態 ノ検査 ヲ行

ヘ リ(第4表
、其1、 其2参 照)。

第2項 前趾瞭皮下生結核 菌接種實験

前趾蹄皮庸ヲ「アノレコール」ヲ以テ 充分 二清毒 ヲ行 ヒ

タノ1!後、供試生結核菌浮游液0.2朔 …、即チ1.0選 ノ結

核菌接種ヲ行 ヒ、1日 、3日 、4日 、6・日、8日 、10

日、12日 ト生存日数ヲ異ニシテ 「クロロフォルム」麻

酔 ノ下二殺シ、前實験同様 ノ方法ニテ菌 ノ播布状態 ヲ

観察セリ(第5表 、共1、 共2参 照)。

第3項 後趾踪皮下生結核 菌接種 實験

後趾蹴皮膚ヲ「アルコール」ヲ以テ清毒 ヲ行ヒ、0.5蛭、

或ハ1・0蝿 ノ供試生結核菌 ノ接種 ヲ行 ヒタル後、3日、

6日 、9日 、10日 、20日 ノ間隔 ヲ以テ前同様二殺 ・y

タル海猿淋巴腺、及 ビ臓器 ノ塗抹標本鏡槍ニヨリ菌 ノ

播布状態 ヲ検査セリ(第6表 参照)。

第4項 膝關節腔 内生結核菌接種實験

膝關節附近 ノ毛ヲ切除シタル後、膝關節ヲ充分 二屈曲

セシメ膝關節腔 ノ位置ヲ確定シ得タル後
、皮膚面 二直

角二「ツベルクリソ」注射針 ノ穿入 ヲ行 ヒ、針尖 二抵抗

ヲ感ゼザルニ至 リ、完全二注射針 ノ關節腔 二入 リタル

ヲ確メテ始メテ供試生菌浮游液0 .2蛭 、即チ1.0晒 量

ノ結核菌 ノ接種ヲ行ヒタル後
、2日 、4日 、6日 、7

日・8日 、10日 、12日 、15日 ノ7例 二就 キ前述同様
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ノ方法 ノ下二結核菌 ノ播布状態 ヲ観察 セリ(第7表 参

照)。

第5項 腹脇 内生結核 菌接種實駿

腸管 ノ損傷 ヲ避ケソ爲、113普 通注射針 ノ針尖 ヲ特二

鈍圓ナラシメタル針ヲ使用 ジ、側下腹部 二供試生結核

菌浮游液0.5琵 、即チ2.5睡 ノ生結核菌 ノ接種 ヲ行 ヒ

タル後、1日 、2日 、4日 、5日 、7日 、8日 、10日、

13日 ト夫 々生存日激 ヲ異ニセ7v8例 二就 キ前記同一

ノ實験 ヲ行 ヒテ、腹腔内二接種セラレタル結核菌 ノ播

布状態 ノ詳細 ヲ閲明ニセリ(第8表 参照)。

第6項 腹壁皮下 生結核菌接種實験

圭 トシテ右、或・・左側下腹部皮下二、供試生結核菌浮

游液0.5耗 、 即チ、2.5彪 量 ノ生結核菌 ヲ接種シタル

後、2日 、5日 、7日 、8日 、9日 、10日 、11日 、

12日 、14日 、15日 、17日 、19日 、20日 ト夫 々生存

日数 ヲ異二・yテ21頭 ヲ殺シ、淋巴系統ニヨル結核菌

ノ播布状態 ヲ観察 セリ(第9表 、共1、 共2、 其3参

照)。

第6節 死 結 核 菌 接 種 實 験 方 法

第1項 前趾 踪皮 下死結核菌注入實験

海狸、趾臆皮膚ヲ「アルコール」ヲ以テ消毒 ヲ行 ヒ、死

菌浮游液0.2琵/皮 下接種 ヲ行ヒe)i7v後、2日 、5

日、8日 、10日 、12日 、15日 、20日 ノ間隔 ヲ以テ夫

夫殺シタル7例 ノ海瞑 二就 キ生菌接種實験 二於ケル

ト同一方法 ヲ以テ、死結核菌 ノ播布状態二就テ検査ヲ

行ヘリ(第10表 参照)。

第2項 後趾臆皮 下死結 核菌注 入實験

海猿 ノ後趾躊皮膚 ヲ前同様清毒 ヲ行 ヒタル後、該部皮

下二供試死結核菌浮游液0・2琵 ノ注入 ヲ行 ヒ、3日 、

5日 、13日 、15日 、17日 、20日 ト生存 日籔 ヲ異ニセ

ル6例 二就キ同標死菌 ノ饅 内播 布状 態 ヲ観察セリ

(第11表 参照)。

第3項 膝 關節脇 内死結核菌接種實験

生結核菌 ヲ接種シタル ト同一方法 ノ下二、0.5耗 ノ死

結核菌浮游液 ノ注入 ヲ行 ヒタル後、3日 、4日 、6

日、7日 、8日 、10日 、12日 、15日}・ 生存 日鐵ヲ異

ニセル8例 ノ淋巴腺 ヲ摘出ジ、以テ死菌 ノ播布状態ヲ

観察セリ(第12表 参照、。

第4項 腹腔 内死結核 菌注 入實験

供試死結核菌浮游液0.5琵 ヲ腹腔内二注入シタル後

2日 、4日 、6日 、8日 、10日 、12日 、15日 、20日

ト夫々生存 日数 ヲ異ニセル8例 二就キ前諸例 ト同一

方法 ノ下二死結核菌 ノ播布状態 ノ観察ヲ行ヘ リ(第13

表参 照)。

第5項 腹壁皮 下死 結核菌注 入實験

供試死結核菌浮游液0.5琵 ヲ腹壁皮下 二注入ジタル

後、表二見ルガ如ク種 々ナル時間二撲殺ヲ行ヒ死結核

菌ノ播布状態 ヲ観察セリ(第14表 参 照)。

第3章 實験成績

第1節 静 脈 内 二注 入 セ ラ レタ

ノレ墨 汁 ノ全身淋 巴腺 内播 布状 態

二就 テ

3頭 ノ海狽 テ試獣 トナシ、外頸静脈 内二注入セ

ラレタル墨汁穎粒 ノ淋巴系統 ニヨル播布状態 ノ

親察 テ行ヘ リ。

第107號 第1例 。0.5耗 ノ墨汁テ外頸静脈内一

注入 シタル後、24時 間一 シテ「クロロフAルム」

麻酢 ノ下二殺 シ前記實験か法ニヨリテ鏡検 テ行

ヘ リ。肝臓、脾臓二於 テハ肉眼一ヨリ明カニ黒

染 セラレタルテ認 メタレド、全身淋巴腺 二於 テ

ハ何塵 ニモ肉眼的二黒染 セリト認 メ得ル淋巴腺

テ登見 シ得ザリキ、鏡検ニヨリ墨汁穎粒 テ謹明

シ得 タル淋巴腺ハ極少撒ニ シテ、含有 セラレタ

ル墨 汁穎 粒 ノ量 モ著 シク少量 ナ リキ、 即 チ静脈

内 二注 入 セ ラレタル墨汁 ノ大部分 ハ、肝臓、脾

臓 内二瀦溜 シ、血流 テ介 シテ淋 巴腺 内 二移行 セ

ラル ・ハ極 微量 一 シテ而 モ淋 巴腺 内墨汁穎粒出

現 ノー定 セザル事 テ知 レ リ。第108號 第2例 。

前例 ト同一方法 ノ下 二1.0蝿 ノ墨汁 ノ注 入テ行

ヒタル後、20時 間 ニ シテ 「クロロフ,ル ム」麻酔

ノ下 二撲殺 テ行 ヒテ、墨汁穎 粒 ノ淋 巴腺 内出現

状態 ノ観察 テ行 ヘ リn其 ノ結果、第1例 ト同檬

二淋 巴腺 内墨 汁穎粒 分布 ハ微量 ニ シテ
、 且穎粒

出現淋 巴腺 モー定 セザル事 テ知 レリ。

第109號 第3例 。前記2例 ト同一方法 ノ下 二外

頸 静脈 ヨ リ2.0耗 ノ墨汁 ノ注 入 テ行 ヒタル後、

18時 間 ニ シテ撲 殺 テ行 ヒ、前 同様 ノ検 査 テ行 ヒ
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タルニ本例二於テモ前例 ト同様静脈内へ注入セ

ラレタル墨汁穎粒ノ淋巴腺内移行ハ極少量 ニシ

テ大部分ハ肝臓、脾臓内二瀦溜セル事テ知 レリ。

小 括

以上3例 ノ線括 ラ行ヘバ、静脈内二注入セラレ

タル墨汁穎粒 ノ大部分ハ肝臓、脾臓 内二瀦溜 シ、

著明二墨染 セルニ反 シ、肺臓、腎臓中ニハ墨汁

穎粒テ嚢見 シ得ザ リキ。 コノ理由ハ是等臓器中

二於テハ墨汁 ノ通過容易ナル爲ナラン。

淋巴腺中二出現 シタル墨汁穎粒 ノ量ハ著 シ〃少

第1表

量 ニシテ且穎 粒テ謹明 シタル各々ノ淋巴腺相互

ノ間ニハ墨汁穎粒出現径路 二關 シテ何等關係ナ

キ事テ知 レリ。

即チ以上述ベタルガ如 ク血流 テ介 シテ淋巴腺内

二出現スベキ墨汁穎粒 ノ量ハ著 シク少量ナルガ

故二結核菌ノ経血管系淋巴管系淋巴腺 内出現モ

亦天野ノ述ベタルガ如 ク極 メテ少撒 ナル事ハ考

フルニ難 カラズ。從 ツテ後述 スルガ如 ク淋巴腺

内二褒見セラル ・結核菌 ノ大部分ガ淋巴系統ニ

ヨツテ移動 シ來ルモ ノト推論 スルラ得 ン。

外頸静脈内墨汁注入實験

海 狸 番 號

燈 重

墨 汁 注 入 量 耗

墨汁注入後生存時間

噸 部 淋 巴 腺

耳 下 淋 巴 腺

淺 頸 部 淋 巴 腺

深 頸 部 淋 巴 腺

鎮 骨上 窩淋 巴腺

腋 窩 淋 巴 墜一
後 肩脾骨 淋 巴腺

前上縦隔賓淋巴腺

氣管氣管枝淋巴腺

腎 臓 部 淋 巴 腺

腰 下 部 淋 巴 腺

膝 掴 雛曇 淋 巴腺

幽 門 部 淋 巴 腺

肝 門 淋 巴 腺

膵 肝 門 淋 巴 腺

腸 間 膜 淋 巴 腺

廻 盲 部 淋 巴 腺

後 盲 腸 淋 巴 腺

肺 臓

肝

腎
遮
臓

107

370

0.5

24

108

350

1.0

右 左 右

20

塗1肉

十

十十

塗

什

1脾 臓
一 ノ・墨 汁 穎 粒 ナ キ モ ノ

柵

塗1肉

十

什

十

十

肉

冊

柵

左

剰 肉

十

十

十

十

塗

訣

帯

塗1肉

十

十

訣

肉

鉄

柵

柵 冊

+雛 ヨ轟 麟懸 篠 轟 罪 二聯 染度

109

370

2.0

'右

18

剃 肉

±

十

十

±

十

帯

柵?

塗

鉄
±

十

督

柵轟

左

剃 肉

肉

訣

冊

柵 柵

±・・墨汁穎粒 ラシキ物 ヲ獲見

肉眼的二黒染 ヲ認 ムルモ ノ
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【第15巻

第2節 健康 海 狽淋 巴腺 中抗酸

性菌 ノ存 否 決定

動物室ニテ飼育 セル健康海狽5頭 二就キ型 ノ如

キ方法 ノ下二作製 セル淋巴腺、蛇 二臓器 ノ菲薄

塗抹標本 ノ鏡検 ラ行ヘルニ、全身何 レノ淋巴腺、

臓器中ニモ抗酸 性菌 テ登見 シ得 ザリキ。更 二亦、

同教室 ノ占部博士㈹ ガ余 ト同一方法 ノ下 一健

康海狽5頭 ノ淋巴腺中二於 ケル抗酸性菌 ノ有無

ラ検査 シタル結果ニヨリテモ余 ノ實験 ト同様全

ク抗酸性菌 ラ謹明 シ得 ザリキ。即チ占部氏、及

ビ余 ノ實験敷合計10頭 ノ健康海瞑 淋巴腺中一

於 テ全 ク抗酸 性菌 テ謹明 シ得 ザルテ以テ、余 ノ

今後 ノ實験成績 二誤謬テ來スガ如キ事無キコト

テ知 ル。

第3節 淋 巴腺 乳捌 ノキIvヒ ナ

ニ氏培 地 内培 養 命、 淋 巴腺 菲薄

塗抹 標本 鏡 槍成績 トノ比較

結核菌ノ禮 内播布状態 テ淋巴腺 ノ菲薄塗抹標本

ノ鏡検方法 ニヨリテ観察 セントスル場合、如何

二塗抹面 テ旗大スル トモ大淋巴腺 ノ全部 テ塗抹

鏡検 スル事 ハ不可能 ナリ。從 ツテ其成績 二誤謬

テ生ズル事ナキヤテ恐ル。

是 レ前記 セルガ如キ實験方法 ノ下二淋巴腺乳剤

ノ培養 テ行 ヒシ所以ナリ。

6頭 ノ海狽 テ使用 シ、練計120絵 個 ノ淋巴腺、

拉 二臓器片 ノ乳剤 テ作製 シテ、住吉氏法 ノ下ニ

キル ヒ土二氏培地内二培養テ行 ヒタルニ其 ノ中

雑菌 ノ迷入テ見タルハ僅 力数個 二過 ギザリキ。

而 シテ培養成績記載 二當 リテハ、塗抹標本鏡検

成績記載方法 ノ如 ク詳細ナル分類 テ行 ハズ、輩

二鏡検 ニヨル菌 ノ多少ニヨリ(+) 、及 ビ(十)ト

記載 スルニ止メ、塗抹標本鏡検成績 トノ比較ハ

軍二菌 ノ有無 二就 テノミ論 ジ菌 ノ多少ハ之テ論

ゼザルモ ノトス。

第12號 、右側鼻孔粘膜下生結核菌接種

生存日数10日 間

培養日鍛35日 間

菌接種量1.0瑳

第2表 二示セルガ如 ク、塗抹標本二於テノ・、右側噸部

淋巴腺、及 ビ淺頸部淋巴腺内二菌 ヲ謹明シタ レドモ、

培養法ニテノ・菌 ヲ詮明シ得 ザリキ。右側後肩脾骨淋巴

腺及 ビ膝胴雛髪淋巴腺内二於テノ・、塗抹、培養雨者共

二菌 ヲ謹明シ得タレドモ、他淋巴腺内ニハ塗抹、培養

雨方法ノ成績共二陰性ナ リキ、依之観是、本例二於テ

ノ・培養成績二比シ塗抹標本鏡楡成績 ノ明カニ優秀ナ

ル事 ヲ知 レリ。

第10號 、右鼻孔粘膜下生結核菌接種

生存 日撒10日 間

培養 日籔35日 間

菌接種量1.0瑳

本例ノ・軍 二塗抹標本鏡検成績 ヨリ観テ、既二多量ノ結

核菌 ガ血流 中二進入セル事明ニシテ、淋巴系統ニヨ〃

播布 ノ詳細 ヲ知 ラソニハ、好例二非ザ レドモ単二塗抹

標本鏡槍成績 ト培養成績 トノ比較 ヲ行ハソニノ・、菌ノ

出現淋巴腺敷多ク好例ナラソト考フ。

塗抹検査法二於 テノ・、右側淺頸部淋巴腺、鎮骨上窩淋

巴腺、後肩脾骨淋巴腺、蚊二左側淺頸部淋巴腺、腋窩

淺頸部淋巴腺、腋窩淋巴腺、後肩脾淋巴腺内二結核菌

ヲ詮明シ得タ レドモ、培養方法二於テノ・全ク菌ヲ詮明

シ得 ザリキ。共他 ノ淋巴腺蚊二臓器二於テ・・、塗抹、

培養共二同一成績 ニシテ、 以上 ノ結果 ヨリ本例二於

テモ明カニ塗抹標本鏡楡成績 ノ培養成績二比 シ優レ

タル事 ヲ知 レリ。

第11號 、左側鼻孔粘膜下生結核菌接種

生存 日数10日 間

培養 日数35日 間

菌接種量1.0彪

氣管氣管枝淋巴腺、腎臓部淋巴腺、腸問膜淋巴腺!3

淋 巴腺二於テノ・培養成績 ノ陽性ナルニ反シ、塗抹標本

成績陰性ナ リ、本例二於テハ上記3淋 巴腺二於テハ培

養成績優レタ レド他 ノ多数 ノ淋巴腺、及 ビ臓器二於テ

ノ・、培養、塗抹雨成績共二陰性ナ リ、從ソテ本例二於

テモ雨成績 二大差ナシト考ヘテ差支ナカルベシ。

第50號 、右側腹壁皮下生結核菌接種

生存 日数5日 間

培養 日鍛30日 間

菌接i種量2.5殖e

本例二於 テハ、大多倣 ノ淋巴腺 ガ培養方法、塗抹方法

共二同一成績 ヲ示シタ1ノド、右側頭部淋巴腺、淺頸部
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淋巴腺、左側淺頸部淋巴腺、鎮骨上窩淋巴腺、後肩脾

骨淋巴腺二於テハ培養方法ニヨリ結核菌 ノ謹明ヲナ

シ得タレド、塗抹標本鏡検方法ニテハ全ク菌ヲ謹明ス

ル事ヲ得ザリキ依是、本例二於テ・・培養方法ヲ以テ優

秀 トナス。

第 現 號、左側膝關節腔内生結核菌接種

生存 日敬5日 間

培養 日数30日 間

菌接種量1.0睡

本例二於テハ培養'方法ニヨリテ左右頃部淋巴腺、左側

肩脾骨淋巴腺、右側膝囮雛襲淋巴腺内二菌 ヲ登見シタ

ノレ以外 二・・、培養、塗抹雨方法共二同一成績 ヲ示セリ。

第6號 、右側鼻孔粘膜下生結核菌接種

生存日数2日 間

第2表

培養 日数30日 間

菌接種量1・0彪

本例 二於テ・・、検査淋巴腺数少数ナレドモ、表二示セ

ルガ如久 雨者間二著 シキ差異ヲ認 メザレドモ、塗抹

方法二依 し・ル成績 ノ多少培養成績 一比シ優秀ナルが

如 ジ。

以 上6例 テ総括 シテ、淋 巴腺 ノ塗抹鏡検 成績 ト、

淋 巴腺乳剤培養成績 トノ比較 テ行 く・ルニ、雨者

間二多少 ノ相違 テ認 ムル ト錐 モ、先 ヅ雨方法 ニ

ヨル結核菌詮 明 二 大差 ナ シト言 フモ 過言 二 非

ズ。

從 ツテ余 ハ今後縮 テ塗抹標 本検査 方法 ニヨ リ膿

内二進 入セル結核 菌 ノ淋 巴系統 ニ ヨル播布歌態

テ知 ラン トス。

塗抹、培養雨成績比較表
,

海 猿 番 號 12 10
●

11

髄 重 360 410 370

菌 接 種 部 位 鼻 孔 粘 膜 下
一 屍 一『 一一 　一 　 }

1.0

冒 一 一

10日

鼻 孔 粘 膜 下 鼻 孔 粘 膜 下

結核菌接種量(睡) 1.0 1.0

菌接種後生存 日激 10日 10日

培 養 日 鍛 35日 35日 35日

髄 側 ㊨ 左 ㊨ 左 右 ㊧
＼ 培養塗抹別

淋巴腺臓器名
塗 培 塗 培 塗 培 塗 培 塗 培 塗 培

噸 部 淋 巴 腺1十 一 一 一 骨 十 十 朴 一1一 十 十

淺 頸 部 淋 巴 腺!十 一 一 一 十 一 十 一 一 一 十 十1
深 頸 部 淋 巴 腺1一 一 一 一 督 十 十 十 一 一 一 一

鎖 骨 上 窩 淋 巴 腺1一

一

十 一 一 什 一 一 一 一 一

塁ご窩 淋 巴 劃
一 一 一 一 一 什 一 一 一 一 一

後肩 脾 骨淋 巴腺1十
1

朴 一 一 十 一 什 一 一 一 什 十

氣管氣管枝淋巴腺 一 一 一 一 督 十 什 十 一 十 一 十

前上縦隔賓淋 巴腺 一 一 一 一 一 一

腎 臓 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一

1十
一 一

膝 咽 鐡髪 淋 巴腺 十 十十 一 一 十 十 一 一 一1十} 一 一

塗 培 塗 培 塗 培
腸 間 膜 淋 巴 腺1-

1

一 一
'十

肺 臓1一 一 十 十 一 一

肝 副_一 ・-1
一 朴一

一一
十 一 一

腎 臓1一 一 十十 十 一 一

脾 職 一 一 十 十 一 一

以下表中空欄ハ不槍査 ○ノ・菌接種盟側ヲ表ス
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第3表 塗抹、培養雨成績比較表

乳'

1

海 猿 番 號 50 34

　

6

髄 重 460 390 390

菌 接 種 部 位 腹 壁 皮 下 關 節 腔 内 鼻 孔 粘 膜 下

結核菌接種量(彪) 2.5 1.0

-

1.0

菌接種後生存日撒(日) 5 5 2

培 養 日 藪 30 30 30

髄 側 ㊨
1左 右 ㊧ ㊨1 左

培養塗抹別

淋巴腺臓器名
塗 培 塗 培 塗 培 塗 培1塗 培

レ

塗

1

培

噸 部 淋 巴 腺 一 十 一 一 一 十 一 十 十 賦
鱒十

'

淺 頸 部 淋 巴 腺 一 十 一 十 一 一 一 一 十 一

深 頸 部 淋 巴 腺 十 珊 一 一 一 一 十 十 一 一 一 一

鎖 骨 上窩 淋 巴腺 一 一 一 督 一 一 _1_

腋 窩 淋 巴 腺 一 一 〇一
一 一 一 _1_

1
十 一 一 一

後 肩 脾 骨淋 巴腺 柵 ◎Q 一 十 一 一 一 督 十 一 一 一

氣管氣管枝淋巴腺 十 十 一 一 一 一 一 一

前上縦隔蜜淋巴腺 一 一 一 一

腎 臓 部 淋 巴 腺 一 一 一 一

膝 脳 雛嚢 淋 巴腺 什 什 一 一 一 十十 十 十

尾 間 骨 淋 巴 腺 一 一 一1一

腸 間 膜 淋 巴 腺 十 十 一 一 1
塗 培 塗 培 塗 培

肺 臓 一 一 一 一 一 一

斎 臓 一 十十 一 一 一 十

腎 臓 一 一 一 一 一 一

脾 臓 一 十 一 一 一
,,`

一

空欄・・未検査

第4節 種 々 ナ ノレ個 所 ヨ リ接 種

セ ラ レ タノレ生 結 核 菌 ノ淋 巴 系 統

ニ ヨ ル播 布 朕 態 一就 テ

第1項 鼻 孔粘膜 下生結核 菌

接種實験成績

第1號(生 存時間1時 間)

肉眼的所見、著攣ヲ認メズ。

塗抹標本鏡槍成績、右頬部淋巴腺、虹二頭下淋巴腺 内

二結核菌 ヲ詮明シタルノ・、接種 セラレタル菌ガ明力邑

皮下淋巴毛細管ヲ通遇 シタル後、一部分ガ頬部淋巴腺

二至 り之 ヨリ更二噸下部淋巴腺二達 セルモ ノニシテ、

更ニー方皮下毛細淋巴管 ヲ通過 シタル後、直チニ後肩

○・・菌接種側

脾骨淋巴腺内二進入セルモノナル事 ヲ知 レリ。

第2號(生 存時間2時 間)、 第3號(生 存時間6時 間)、

第5號(生 存時間20時 間)

以上3例 二於テ淋巴腺内二菌 ヲ謹明シタル・・、前第1

號 實験 ニヨル裡路 ト同一・Z9路ニヨルモノナリ。唯第5

號 二於ケル膝腫撤嚢淋巴腺内ヘノ菌 ノ出現・・皮下淋

巴毛細管ヲ通過 シテ進入 セルモノト考フ.

第6號(生 存時間48時 間)

肉眼的所見、淋巴腺、及ビ各臓器共 二著愛 ナシ。

塗抹標本鏡検成績、頬部淋巴腺 ノ摘 出不能 ナルニヨ

リ、該淋巴腺内結核菌 ノ存否不明ナルモ、附近淋巴腺

内二於ケル菌謹 明成績 ヨリ按 ズルニ、恐 ラク頬部淋巴

腺内ニモ結核菌 ノ存在スルモノナラyト ノ・考 フルニ
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難 カラズ。故二接種セラレタル菌ノ・、先ヅ顔面皮下淋

巴毛細管二吸攻セラレ、其一部分ノ・頬部淋巴腺 二至

リ、更二頭部淋巴腺内二進行セルー方、皮下淋巴毛細

管中二進入シタル菌ノ・遠〃、後肩脾骨淋巴腺内二出現

ジタルモノナ リ。

第7號(生 存 日薮5日 間)

肉眼的所見、右噸部淋巴腺/小 豆大腫脹 ヲ認メタル

以外二著墜ヲ認メズ。菌接種部位二少量 ノ膿瘍 ヲ形成

ジ多量ノ菌ヲ謹明ス。

塗抹標本鏡槍成績、菌接種後5日 間 ノ日籔経過ニヨ

リ、 多量 ノ結核菌ノ噸部淋巴腺中二進入シタルヲ認

ム。更 二亦淺頸部淋巴腺内二菌 ヲ讃明スルニ至 リタル

経路ノ・頬部淋巴腺 ノ摘出不能ナルニヨリ明ナラザレ

ド、頭部淋巴腺内二既二多量ノ菌 ヲ詮明ジタル事實ヨ

リ頬部淋巴腺内ニモ亦菌 ノ存在 スルモノナラソト・'

推 定スルニ難 カラズシテ恐ラク第1報 第1圖 ノ頸部

淋巴管径路第1型 ニコルモノーシテ、帥チ頬部淋巴腺

司リ直接淺頸部淋巴腺二到達セルモノナル カ、或・・第

1報 、第2圖 、第2型 径路、即チ噸部淋巴腺 ヨリ直チ

ニ淺頸部淋巴腺内 二到達 ジタルモノナルカニジテ是

等雨者 中ノ何 レノ径路 ニヨレルモノナルヤニ關シテ

ノ・全ク確定シ得ザル状態ナ リ。

第8號(生 存 日藪6日 間)

肉眼的所見、著墜 ヲ認メズ。

塗抹標本鏡検成績、本例二於テ噸部淋巴腺 ノ摘出不

能ニョリ結核菌 ノ存否不明ナレドモ、頬部淋巴腺内二

多量 ノ菌 ヲ詮明シタル事實、及ビ前記数例二於テ噸部

淋巴腺内二菌ヲ詮明シタル事 ヨリ按 ズルニ、恐ラク噸

部淋巴腺中ニモ菌 ヲ謹明シ得ルモ ノト考フ。深頸部淋

巴腺内二多量ノ菌 ヲ詮明シタルノ・、第1報 、第1型 圖

ノ径路ニヨルモノニシテ、帥チ噸部淋巴腺 ヨリ直接深

頸部淋巴腺内二進入セルモノナリ。其他ノ淋巴腺内二

出現 ンタル菌ノ進行経路ノ・前例 ト同一径路 ニコレル

モノナリ。

第9號(生 存 日鍛8日 間)

肉眼的所見、一般 二菌接種髄側帥チ左側淋巴腺ハ、右

側二比シ腫大 セル ヲ認ム。膝嘱雛襲淋巴腺・・反樹側 ノ

同名淋巴腺二比 シ僅 カニ腫脹 セリ、特 二左側頬部淋巴

腺ノ・右側 ノ約4倍 大 二腫脹ス。左側耳下淋巴腺・・右側

ノ約2.5倍 大 二腫脹 ・y、左側後肩脾骨淋巴腺・・右側 ノ

4乃 至5倍 大二腫脹シタルヲ認 ムレド何 レノ淋巴腺

ニモ未ダ化膿、乾酪化、或ノ・周園組織 トノ癒著等 ヲ認

メザリキ。

塗抹標本鏡検成績、接種 セラレタル 結核菌ノ・直チニ

皮下淋巴毛細管 ヲ介 シテ頬部淋巴腺・噸部淋巴腺・耳

下淋巴腺、後肩脾骨淋巴腺 膝腰雛嚢淋巴腺等 ノ総テ

ノ皮下淋巴腺 二到達 シタルヲ知 レリ・膝腫雛髪淋巴腺

内二進入ジタル菌ノ・更二進行 ジタル後・薦骨淋巴腺中

二進入セリ。

第10號(生 存日数10日 間)

肉眼的所見、右側頬部淋巴腺,右 側頸部淋巴腺・及ビ

右側耳下淋巴腺二腫脹 ヲ認メタル 以外 二著墜ヲ認 メ

ズ。菌接種部位ニノ・膿瘍 ヲ形成シ・多量 ノ結核菌ヲ謹

明セリ。

塗抹標本鏡楡成績、本例二於テノ・、既二肺臓、肝臓

腎臓、脾臓等総テノ臓器中二結核菌 二詮明 シタル事實

ヨリ血流ニヨリ可成多量 ノ菌 ノ移動セル事 ヲ知 レリ。

從ツテ淋巴腺内二登見 シタル 結核菌中 ニモ血流 ニヨ

リ移動 シ來 レル菌 ノ存在セノ噸 ・・想像スルニ難カラ

ズ、然t・ドモ第3章 第1節 二述ベタルガ如 ク血流 ヲ介

シテ淋巴腺内二進入スル菌ノ・極少量 ニシテ其 ノ大部

分ガ淋巴系統ニヨリ播布サル ・モノト考フ。故 二本例

ヲ淋巴系統 ノ方面ヨリ、第1報 第1型 圖ヲ参照bナ シ

観察ヲ行 フナラバ、頬部淋巴腺、噸部淋巴腺、耳下淋

巴腺、後肩脾骨淋巴腺、膝脳雛嚢淋巴腺内二菌 ヲ獲見

セル・・皮下淋巴毛細管ヲ介 シテ到達 シタルモノナリ。

共他 ノ淋巴腺内二菌ヲ謹明スル至 リタル裡路二關シ

テノ・上述数例二就テノ淋巴管裡路 ノ説明、及 ビ第1

報、第1圖 、第2囲 ノ参照ニヨリ容易二本例二於ケル

菌 ノ進行裡路モ知 リ得ルモ ノト考フ。

氣管氣管枝淋巴腺中ノ菌・・肺臓ヨリ淋巴管ヲ介 シテ

進入 シ來 レルモノト考フ。膝脳雛嚢淋巴腺 ヨリノ・三ツ

ノ淋巴輸出管 ヲ出シ、第一ハ本淋巴腺 ヨリ直接深鼠瞑

淋巴腺二至ル径路ニジテ、第ニハ薦骨部淋巴腺 二至ル

裡路、第三ハ直接後腹膜腔内二存スル腰下部淋巴腺 二

至ル径路ナリ。以上 ノ如 キ淋巴管径路ニヨリ明カニ結

核菌ノ進行状態ヲ説明シ得ルモノト考フ。本例 が他 ノ

2例 即チ10日 間 ノ生存 日藪 ヲ有スル第11號 第12號

例 二比シ比較的結核菌 ノ播布 ノ贋汎二亙 レル・・海狸

個髄 ノ郎チ髄質ニヨリ斯ク差 ヲ生ジタルモノト考フ。

第11號 、及ビ第12號(生 存 日籔10日 間)

本2例 二於ケル結核菌 ノ播布径路ハ第5號 、第6號 例
二於ケル淋巴管径路 ト同一ナルヲ以テ 其ノ詳細 ヲ省

略ス。
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第13號(生 存日数14日 間)

本例 二於 テハ、結核菌 ノ接種量0.5睡 ナルヲ以テ、淋

巴腺内結核菌 ノ出現著 シク減少セ リ、俵是淋巴腺内結

核菌 ノ出現状態・・接種菌量 ト密接 ナル 關係ヲ有スル

モ ノナラソト考 フ。

第14號(生 存日数15日 間)

肉眼的所見、雨側頭部淋巴腺ハ大豆大 二、叉雨側耳下

淋巴腺・・小豆大二夫々腫脹 シタルヲ認 メタルノミナ

リ。

塗抹標本鏡検成績、結核菌接種部位 ノ皮下二於テ、接

種 セラレタル菌ノ・直チニ左右二贋ガリ雨側噸部淋巴

腺内二多数ノ菌 ノ進入ジタルヲ知 レリ、之 ヨリ更二漸

次一定 ノ淋巴径路ニヨリ播布セラレタルモノニシテ、

共径路 ノ詳細二關 シテハ既二諸前例二於テ述 ベタル

裡 路ニヨルモノナリ、然 レドモ氣管氣管枝淋巴腺内二

菌 ヲ謹明 ンタル・・血流 ヲ介 シテ現 レタルモ ノト考 フ。

第4表(其1)

第15號(生 存日鍛30日 間)

本例 二於 テハ淋巴管裡路 ヲ云 々セソトスルモノニ非

ズシテ、菌接種後長時 日ヲ経過セバ淋巴腺中ノ菌ハ著

ジ〃培殖 ヲナシ殆 ソドZF等二播布 セラル ・二至ル事

ヲ知 レリ。

小 括

鼻孔粘膜 下 二結核菌 ノ接 種 テ 行 ヒタル15例 ノ

縮括 的観察 テ行 ヘル ニ結核菌 ノ淋 巴系統 ニ ョル

播布 状態 ハ第1報 墨汁注 入實験 二於 ケル ト同・・一一・-b

径 路 テ通 過 シ、菌接種後短時 間内 一皮 下淋巴毛

細管 テ介 シテ直 チニ部屡淋 巴腺 、或 ハ遠隔淋巴

腺 内 二進入 スル モ其後淋 巴系統 中 テ進 行 スル速

度 ハ著 シク緩慢 ニ シテ、 且各淋 巴腺 内 ノ結核菌

量ハ亦 著 シク少量 ナル事 テ知 レリ。

鼻孔粘膜下生結核菌接種(其一)
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第2項 前趾踪皮下生結核 菌

接種實験 成績

第16號 、第18號 、第19號 、以上 ノ3例 中16號 例 ノ

如ク結核菌接種後 日鍛 ヲ経過セザル 例二於テハ未 ダ

菌 ノ淋巴腺中二進入シ來 ラザルモ ノト解 シ得 ラル 、

モ・他ノ2例 二於テハ既二3日 間 ノ日藪 ヲ経過 セルヲ
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以テ接種セラレタル菌 ガ全 ク淋巴腺中二進入セザル

モノトノ・考 フル事 ヲ得ザルガ故二淋巴腺内二進入 シ

タルモ其 ノ菌量著 ジク少量ニシテ謹明シ得 ザリシモ

ノト考フルヲ至當ナ リトス。

第17號 、生存 日籔3日 間

肉眼的所見、左右前上縦隔賓淋巴腺 ノ・正常 ノ約5倍

大 二腫脹 シタルヲ認 ム、叉左右噸部淋巴腺・・約2倍 大

二腫脹 シ、後肩脾骨淋巴腺ニモ輕度 ノ腫脹 ヲ認メタヒ

バ、周園組織 トノ癒著、牝膿、或・・乾酪化等 ノ攣化 ヲ

認メズ。

塗抹標本鏡検成績、接種 セラレタル 結核菌 ノ・皮下淋

巴毛細管ヲ蓮過 シタル後直 チニ後肩脾骨淋巴腺内へ

進入スル事 ヲ知 レリ。

第20號 、生存 日撒4日 間

第17號 ト同一径路 ニヨリ後肩脾骨淋巴腺内へ進入 ジ

タル菌・・夏 二進行 シタル後、腋窩淋巴腺内二進入セル

ヲ認 ム。

第21號 、生存日数6日 間

肉眼的所見、右後肩脾骨淋巴腺 ・・小指頭大二腫脹 ヲ

呈シ、右側前上縦隔蜜淋巴腺モ亦他側 ノ2倍 大二腫脹

セリ。

塗抹標本鏡検成績。本例二於 テ後肩脾骨淋巴腺内二

菌ヲ謹明 シタル・・前2例 ト同一樫路 ニヨルモノナv

バ、前上縦隔餐淋巴腺、氣管氣管枝淋巴腺内二菌 ヲ詮

明スル ニ至 リタル径路・・即チ、接種 セラレ・タノレ菌ガ接

種部位 二於テ直チニ前趾蹴深在淋巴管内 二進入ジタ

ル後、一ツノ・前上縦隔賓淋巴腺二、一ツノ・夏二縦隔賓

ヲ下行 ジタル後、氣管氣管枝淋巴腺内二進入スルモノ

ト考フ、然 レドモ斯 クノ如 キ淋巴管径路ニヨル菌ノ播

布以外 二更 二経血行性播布 モ考慮 セザルベヵラザル

ノ・勿論 ナリ。肝門淋巴腺内二於ケル菌謹明・・経血管系

統 ニョルモ ノト考フルノ外ナカラソ。

第22號 、生存日数6日 間

本例 ノ・第17號 ト同一経路ニヨレルモノナ リ。
の

第23號 、生存日敬6日 間

肉眼的所見、右側鎖骨上窩淋巴腺・・大豆大 一腫脹ヲ

呈 シー般二實質性弾力性硬度 ヲ有スレドー部分軟化

ヲ呈セル部分 ヲ見ル。左右噸部淋巴腺・・正常 ノ約2倍

大 二腫脹セルヲ認ム。菌接種部位 二膿瘍 ヲ形成 シ多量

ノ結核菌 ヲ謹明セリ。

塗抹標本鏡槍成績、鎮骨上窩淋巴腺内二結核菌 ヲ詮

明or」i〃・・、第21號 ノ如 ク前趾蹴深在淋巴管ヲ介er

テ結核菌 ノ進行ジタルモノト認 ム。深頸部淋巴腺内二

菌 ヲ登見スルニ至 リタノレ経路ノ・、余 ノ所謂頸部淋巴管

径路中第 一型ニヨリ明ナルガ如ク鎮骨上窩淋巴腺ヲ

通過 シタル後、深頸部淋巴腺内二現 レタルモノナル事

ハ明確 ナル事實ナリ。

第24號 、生存 日数8日 間

肉眼的所見、前上縦隔蜜淋巴腺、蛇 二後肩脾骨淋巴腺

ノ腫脹 ヲ認メタノレ以外 二何等著攣 ヲ認メザ リキ。

塗抹標本鏡検成績。後肩脾骨淋巴腺、並 二腋窩淋巴腺

内ヘ ノ菌進入ハ皮下淋巴毛細管 ヲ介 シテ後肩脾骨淋

巴腺内へ進入 シタノレ後、腋窩淋巴腺内二進入 シタルモ

ノナリ。前上縦隔賓淋巴腺内ノ菌・・深在淋巴管ヲ介シ

テ進入ジタルモ ノト考フ。

菌接種部位二於テハ膿瘍 ヲ形成 シ、多量 ノ結核菌ヲ詮

明 シ得タリ。

第25號 、生存 日轍8日 間

肉眼的所見、右側後肩脾骨淋巴腺ノ・碗豆大 二腫脹シ、

右側腋窩淋巴腺ノ・大豆大二夫 々腫脹 セノレモ牝膿、乾酪

化、周圏組織 トノ癒著等 ヲ認メザリキ。脾臓 ノ表面粗

槌 トナノレ。

塗抹標本鏡検成績。後肩脾骨淋巴腺、並 二腋窩淋巴腺

内ヘノ菌出現径路二關 シテノ・前述諸例 ノ裡路二準ズ。

肝門淋巴腺内結核菌 ノ出現ノ・既述第21號 例二記載セ

ル ト同・一径路ニョレノレモノナリ。

第26號 、生存日徽10日 間

肉眼的所見、右側後肩脾骨淋巴腺 ハ他側 ノ2倍 大二、

腋窩淋巴腺・・小豆大二、右側鎖骨上窩淋巴腺・・他側ノ

4倍 大 二、右側瀧頸部淋巴腺・・碗豆大 二夫 々腫脹ヲ認

メタノレノミナ リ。

脾臓 ノ表面多少粗槌 トナレル ヲ認 ム。

塗抹標本鏡槍成績、菌接種側、後肩脾骨淋巴腺、腋窩

淋巴腺、前上縦隔資淋巴腺内二於ケル結核菌 ノ詮明ハ

既二第24號 例二於テ記載 シタル所 二・yテi拉二喋々セ

ズ。

膵肝門淋巴腺内二於ケル菌 ノ謹明・・、第21號 例二於

テ肝門淋巴腺内二菌 ヲ謹明スルニ至 リタル径路ヲ述

ベタル ト同嗣径路ニヨリテ肝門淋巴腺内二進入ジタ

ル菌が夏二進行シテ膵肝門静脈淋巴腺内、二現 レタル

モ ノナ リ。

小 括

前趾躁皮下二結核菌 ノ接種 テ行 ヒテ、前趾 二於

テ結核菌 ノ通過スベキ淋巴管径路 テ按 ズルー、
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ノ

ニツノ径路 テ有 スル事 テ知 レリ。即チ其 ノーハ

淺在淋巴管脛路ニシテ、他 ノー ツハ深在淋巴管

径路ナリ。而 シテ前者 二依ル場合ニハ、接種セ

ラレタル結核菌ハ先 ヅ後肩脾骨淋巴腺内二進み

シタル後、本淋巴腺 テ通過 シテ腋窩淋巴腺内二

進入 シ、然 ル後初 メテ静脈角二開ロス。本淋巴

管径路ハ墨汁注入實験ニヨリ目撃 シ得 タル径路

二準 ゼルモノナリ。次 二後者即チ、深在淋巴管

径路ラ介 シタル場合ニハ、接種結核菌ハ前上縦

隔寳淋巴腺、及 ピ鎖骨上窩淋巴腺内二進入スベ

キモノナル事 テ知 レリ。

更 二各淋巴腺内二於 テ登見シ得タル結核菌量二
{・・

第5表(其1)

就テ観察テ行 フニ、菌接種後約5日 間ハ淋巴腺

内ノ菌量少量ニシテ且菌登見淋巴腺撒モ極少歎

ナル事 テ知 レリ。

菌接種後5日 以後 二於テハ漸次菌量ラ増加 シタ

ル ト共二菌褒見淋巴腺撒モ檜加 シ來ル事 ラ知 リ

タリト錐モ其 ノ菌量及 ビ菌登見淋巴腺撒 ノ檜加

ハ著 シク緩慢ナル事ハ注目二債 スル事ナ リ.又

前趾疎皮下二接種 セラレタル菌ハ廣汎ナル多撒

ノ淋巴腺内二出現セザル事 テ知 レリ。

結核菌接種局所二於テハ、菌接種後5日 前後 ヨ

リ局所二膿瘍 テ形成 シ、膿中二多量 ノ結核菌 テ

詮明シ得。

前趾臆皮下生結核接種(共一)

20 21

'
400 420

1.0 1.0

4 6

㊨ 左

重

㊨ 左

鉄 鉄 鉄 嘩
一 一 一F 1
一 一 _一

一 一 一 一

一 一 一 一

一 一 一 一

;
十 一 一 一

冊 一 柵 一

一 一 什 一

一 一 十十 十十

一 一 ・ _」 一

鉄一一=一

鉄

一

一

鉄
一

鉄 鉄 鉄
一

鉄
一

一

鉄
一

一

鉄
一

一

一

一

一

鉄
鴨

一

一

一

一 一 一1-一

一

一

・ 一

り 十十

19

300

0.5

3

㊧

飲 鉄

鉄

飲

善

右

鉄

丁
こ

T
こ

≡===

18

370

0.5

3

㊧

鉄

鉄

鉄

こ

右

鉄

鉄
二
鉄
芋

圭 訣
鉄
「訣
=

鉄
=

"

魏

ω

3

左

鉄

二

讐
亙

テ

ニ

㊨
坐

-

訣

16

400

1.0

1

左

i鉄

鉄

鉄

一

㊨

鉄

鉄

鉄

書

「

一
鉄

鉄
=

「

海 狽 番 號

盟 重

結核菌接種量(晒)

菌接種後生存日数(日)

艦側

淋巴腺臓器名
頬 部 淋 巴 腺

噸 部 淋 巴 腺

耳 下 部 淋 巴 腺一 一
顎 下 部 淋 巴 腺

淺 頸 部 淋 巴 腺一 一
深 頸 部 淋 巴 腺

上 鎮骨窩 淋 巴腺

腋 窩 淋 巴 腺

後 肩脾 骨淋 巴腺

前上縦隔賓淋巴腺

氣管氣管枝淋巴腺

腎 臓 部 淋 巴 腺

腰 中間部 淋 巴腺

腰 下 部 淋 巴 腺

腸 骨 部 淋 巴 腺

薦 骨 部 淋 巴 腺

膝 國雛 襲淋 巴腺

深 鼠瞑 部淋 巴腺

膝 国 窩 淋 巴 腺

尾 闇 骨 淋 巴 腺

幽 門 部 淋 巴 腺

肝 門 淋 巴 腺
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膵 肝 門 淋 巴 腺1一一 一
一 一 一

一
一 一

腸 間 膜 淋 巴 腺 一 一 一 一 1-1聰

廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一
『

一

一 一
後 盲 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一一
結 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一

肺 臓 一 一 一 一 一 一

肝 臓 一 ・ 一 一 一 一 一

腎 臓 一 一 一 一 一 一

脾 臓 一 一 一 一 一 一

「

菌 接 種 部 位1 督 柵 十柵什 柵 ◎◎
一

第5表(其2.)前 趾臆皮下生結核菌接種(其 二)

海 瞑 番 號

重

結核菌接種量(瑳)

菌接種後生存 日数(日)

燈側

'巴 腺臓器名

頬 部 淋 巴 腺

噸 部 淋 巴 腺

耳 下 部 淋 巴 腺

顎 下 部 淋 巴 腺

淺 頸 部 淋 巴 腺

深 頸 部 淋 巴 腺

鎮 骨 上 窩淋 巴腺

腋 窩 淋 巴 腺

後 肩 脾 骨淋 巴腺

前上縦隔蜜淋巴腺

氣管氣管枝淋巴腺

腎 臓 部 淋 巴 腺

腰 中間部 淋 巴腺

腰 下 部 淋 巴 腺

腸 骨 部 淋 巴 腺

薦 骨 部 淋 巴 腺

膝 腫激 襲 淋 巴腺

深 鼠瞑 部淋 巴腺

膝 脇 窩 淋 巴 腺

尾 闇 骨 淋 巴 腺

幽 門 部 淋 巴 腺

肝 門 淋 巴 腺

膵 肝 門 淋 巴 腺

腸 問 膜 淋 巴 腺

廻 盲 部 淋 巴 腺

後 盲 腸 淋 巴 腺

㊨

什

22

310

1.0

6

左

二]一

鉄

鉄

ヨ

訣

鉄

㊨

・帯

鉄

23

330

1.0

6

左

鉄

鉄]決

㊨

十

[什

再

鉄

鉄

24

380

1.0

8

左

訣

訣

十

一十

飲 鉄

飲 鉄

十

26

400

1.0

10

㊨1左

十

一十

鉄

鉄

鉄

鉄

一

27

360
『

1.0

12

㊨ 左

一 一

一 一

一 一

一 一

一 一

什 一

柵 一

一 一

一 ■一

一 一

鉄 訣
一 一

鋏 鉄
一 一

一 一

一 一

一
_二_
一一

一

帯
一

一

一

一
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結 腸 淋 巴 腺 一1一 一 `-1- 一

肺 臓 二_」 一
一 一

1 -_

「

肝 臓 一1一 一 一 一 一

腎 臓 一 一 一 一
1

1

-_

脾 臓 一;一 一 一 「 一 ■國■■r

菌 接 種 部 位 冊1。 。, 柵1冊1◎ ◎ 柵

第1圖 前趾二於ケル結核菌 ノ経淋巴管

進行径路模型圖

/糠 骨上鮒 巴

驚/酷 纒 餅
・一・氣管
・・…氣管氣管枝淋

巴腺
'腋窩淋巴腺

部 後肩脾骨淋巴腺
位

第3項 後趾 踪皮 下生結核菌接種實験

第29號 、生存 日数3日 間

肉眼的所見、著攣ヲ認メズ。

塗抹標本鏡検成績、淋巴腺内二全 ク結核菌 ヲ詮明セ

ザリキ。

第29號 、生存 日鍛6日 間

肉眼的所見・淋巴腺、蛇二各臓器二著墾ヲ認メズ。

塗抹標本鏡槍成績、接種セラレタノレ結核菌ハ、皮下淋

巴毛細管ヲ通過 シタル後、先ヅ膝掴雛髪淋巴腺内二出

現セル事 ヲ知 レリ。

第30號 、生存日数9日 間

前29號 ト同一結果ナリ。

以上3例 二於テ結核菌 ノ淋巴腺内出現 ノ著シク少量

ナルへ 接種結核菌量ニヨルモノナ リト考フ
。

第31號 、生存 日数10日 間

第6表

海 瞑 番 號
一

燈 重

結核菌接種量(殖)

菌接種後生存日数(日)

髄側

淋巴腺及臓器名
頬 部 淋 巴 腺

頭 部 淋 巴 腺

耳 下 部 淋 巴 腺

右

28

320

0.5

3

㊧

肉眼的所見、薦骨淋巴腺・・小豆大二腫脹 ン、右側腰下

部淋巴腺モ亦輕度 二腫大 セルヲ認メタリ。

肺臓二輕度ノ充血 ヲ認 ム。

塗抹標本鏡検成績、並二後趾淋巴管裡路 ヲ述 ブルニ

當 リ淺在淋巴管径路、及 ビ深在淋巴管裡路 ノニ経路 二

分チテ述ベソトス。菌接種部位ヨリ淺在淋巴管二進入

シタル菌・・先ヅ膝腫雛髪淋巴腺二至 リ、之 ヨリーッハ

薦骨淋巴腺二、一ツノ・腸骨淋巴腺 ヲ過ギ腰下部淋巴腺

内へ進入 シ、更ニーツノ経路ノ・直チニ深鼠瞑淋巴腺二

到達スル径路ニシテ、即チ膝咽繊髪淋巴腺 ヨリ・・三ツ

ノ淋巴輪出管ヲ有スル事ヲ知 レリ。次 二深在淋巴管内

二進入 ジタル菌・・膝腫窩淋巴腺 ヲ通過 シタル後深鼠

瞑淋巴腺内二進入ス。

以上ニヨル後趾淋巴管裡路 ニヨリ淋巴腺内二謹明シ

得タル結核菌 ノ進行裡路モ容易二設明 シ得ルモノト

考フ。

第32號 、生存 日数20日 間

塗抹標本鏡検成績、膝腫雛髪淋巴腺内菌 ノ詮明ノ・、淺

在淋巴管径路ニヨルモノニシテ、深鼠瞑淋巴腺内二於

ケル菌 ノ陽性ナル・・深在淋巴管 ヲ介 シテ 進行 セルモ

ノナ リ。

本例・・日数 ノ経過シタルニ不拘菌 ノ播布比較的少量

ナルノ、・接種菌量ノ牛減ニヨル爲 ナリ。

小 括

上記5實 験例徳括 テ行 ヘル ニ、後趾 踪皮下 二接

後趾蹄皮下生結核菌接種

㊨

29

390

0.5

一lj

6

左 ㊨

30

390

0.5

9

左 ㊨

31

400

1.0

10

左 ㊨

32

380

0.5

20

左
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顎 下 部 淋 巴 腺 1一一一 一 一一

淺 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一

深 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 訓 一 一 一

一 一 一

上鎖 骨窩 淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 一1一 一 一
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一
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一 一,
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一 一 一

氣管氣管枝淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一1
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膝掴 織髪 淋 巴腺 一 一 赫 一 十十 一 十十 一 督 十
一 一一 一

深 鼠 瞑部 淋 巴腺 一 一 一 一
一
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_一 一 一
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一
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一一
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腸 間 膜 淋 巴 腺 _}_ 一 一 一

一 一

廻 盲 部 淋 巴 腺
1

●一 　

後 盲 腸 淋 巴 腺
一 『 一_一

結 腸 淋 巴 腺

肺 臓 一 一 一
二__
一

一

肝 臓 一 一 一 一
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脾 臓 一 一 ■■■-9
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第2岡 後趾二於ケル結核菌ノ経淋巴管進行径路模型圖

菌 ・

ロコ ロロココ　コ　コロ　

＼
一

動 脈

`'・…一…腰 下部 淋 巴腺

、 … …'盧 骨 部 淋 巴腺

ζヨ=二:灘鱗匿縢

菌
接
種部

位

種セラレタル結核菌ハ先 ヅ、淺在淋巴管二吸牧

セラレ膝個級髪淋巴腺 二至 リタル後、第31號 例

二於テ記載 シタルガ如キ三淋巴管脛路

ニヨリ後腹膜腔 内淋巴腺 内二進入ス。

菌接種部位二於 テ直チニ深在淋 巴管内

二進入 シタル菌 ハ膝個窩淋巴腺 テ通過

シタル後、深鼠践淋巴腺 二到達スル事

テ知 レリ。本例 二於 テモ、亦前趾踪皮

下菌接種實験 ト同様、菌嚢見淋 巴腺激

ノ少数ナル事、及 ビ菌量 ノ著 シク少量

ナル事 テ間明 セリ。

第4項 膝關節腔 内生結核菌

接種實験

第33號 、生存日数2日 間

膝關節腔内二接種 セラレタル結核菌・・、淺在淋巴腺 ヲ

蓮過シテ膝咽鐡襲淋巴腺、後肩脾骨淋巴腺、頭部淋巴

o
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腺 ノ如ク淋巴腺 ノ遠近ヲ問・・ズ進入スル事 ヲ知 レリ。

腎臓、脾臓内二結核菌 ヲ詮明セル事 ヨリ血管系統中二

可成ノ結核菌 ノ存在ヲ考ヘシムルモノニシテ、共 ノ菌

ノ出現径路 二關シテノ・、菌接種時血管損傷二依 リ直チ

ニ毛細血管中二結核菌 ノ進入ジタルカ、或・・速 カニ淋

巴流ヲ通過シタル後血流中二移行シタルモノナルカ

ト考フ。

第34號 、生存日鍛5日 間

肉眼的所見、菌接種ヲ行ヒタル膝關鮪 二何等異常ヲ

認メザリキ。前上縦隔賓淋巴腺約正常 ノ4倍 大二腫脹

セリ。左側鎮骨上窩淋巴腺・・右側 ノ約2倍 大二、腫脹

セリ。左側膝脳窩淋巴腺ノ・右側 ノ約2倍 大二、左側腰

下部淋巴腺・・右側 ノ約3倍 大 二天 々腫脹 ヲ呈シタレ

ド、化膿、乾酪化 ヲ認メズ、各臓器ニモ亦著攣ヲ認メ

ザリキ。

塗抹標本鏡見成績、膝脇雛襲淋巴腺内 二菌 ヲ詮明シ

タルノ・菌接種部位ヨリ淺在淋巴毛細管 ヲ通過シテ到

達 シタルモノナリ。膝臓窩淋巴腺内ノ菌ノ・深在淋巴智

ヲ介 シテ進入セルモノニシテ、深鼠瞑淋巴腺内ノ菌ノ・

淺在、或 ・・深在淋巴管二介 シテ進入ジ來 レルモノナ

リ。

深頸部淋巴腺内二於ケル菌 ノ詮明二・・其 ノ裡路全ク

不明ニシテ経血管系統移動ヲ考フル ノ外ナシ。

第35號 、生存日数8日 間

肉眼的所見、右腰下部淋巴腺/腫 脹ヲ認メタル他二

著墜ヲ認メザリキ。

塗抹標本鏡楡成績、本例二於テハ既二、肺臓、肝臓、

脾臓内二結核菌ヲ詮明シタル事ニヨリ、血流中二多量

ノ菌 ノ進入セシ事 ヲ知 リ得タ リト錐モ、 血行ヲ介ジ

テ、淋巴腺内二出現 シ得ル菌 ノ少量ナル事ハ既二謹明

シ得タル塵ナルヲ以テ、並二淋巴腺内ヘ ノ菌ノ出現状

態ヲ淋巴系統 ノ方面 ヨリ観察ヲ行ヘバ、前2例 ト同様

接種セラレタル菌 ノ大部分 ・・淺部淋巴管二吸牧セラ

レ、一少部分ガ深在淋巴管二吸牧セラル、前者ノ場合

ニノ・、第一二膝脳激襲淋巴腺二到達シタル後ノ・既二後

趾蹴皮下菌接種實験例第31號 二於テ記載 ジタル ガ如

キ淋巴管径路ニヨリ後腹膜腔内淋巴腺内二進入ス。後

者、即チ、深在淋巴管ニヨリ吸牧セラレタル場合 二・・

膝掴窩淋巴腺 ヲ通過ジタル後、深鼠瞑淋巴腺内へ進入

シ、夏二後腹膜腔内淋巴腺内二到達ス。

第36號 、生存日鍛8日 間

肉眼的所見、左側腰下部淋巴腺・・右側ノ約4倍 大二、

薦骨部淋巴腺ノ・正常時 ノ大イサノ約2倍 大二、左側深

鼠螺部淋巴腺ノ・他側 ノ約3倍 大二夫 々腫脹 シタルヲ

認 ムレド硬度尋常ニミテ、化膿、乾酪化、及 ビ周園組

織 トノ癒著ヲ呈スルモノヲ認 メザリキ。

塗抹標本鏡瞼成績、氣管氣管枝淋巴腺、肝門淋巴腺内

危ノ結核菌出現経路ノ・血流ニヨルモノト考 フルヨリ

他ナシ。

其他 ノ淋巴腺内菌謹明・・、後趾 二於ケル淺在淋巴管、

蚊二深在淋巴管ヲ介 シテ進入シタルモ ノト考 フ。

算37號 、生存 日撒10日 間

塗抹標本鏡検成績、本例二於テノ・接種 セラレタル結

核菌ノ大部分ガ皮下淋巴毛細管 ヲ通過シタル後、膝腫

雛嚢淋巴腺、虹二後肩脾骨淋巴腺 二到達 シ、更二既定

ノ淋巴管径路 ヲ介シテ深部淋巴腺内 二進入スル事ヲ

知 レリ。氣管氣管枝淋巴腺内ノ菌ノ・恐ク血流或ノ・肺臓

通過ニヨリ移動ジ來 レ'ルモノト考フ。

第38號 、生存 日撒10日 間

肉眼的所見、菌接種側膝關節 ノ・一帯 二紡錘状腫脹ヲ

呈 ジ、輕度 ノ關節弧直ヲ認 メ、卸チ白腫状 ヲ呈ス。關

節附近一帯 ノ骨質部ノ・柔軟 トナリ容易二破壊 シ得。右

深鼠瞑淋巴腺・・乾酪化ジ、肝門淋巴腺 中二・・乳酪様物

質 ヲ藏セリ。

塗抹標本鏡検成績、接種 セラ レタル結核菌 ノ播布径

路ノ・既二記載セル鍛例 ノ説明 トノ比較 ニヨリ明ナレ

ド、播布菌量ノ・鼻孔粘膜下生結核菌接種實験例、前趾

蹴皮下生結核菌接種實験例、後趾臆皮下生結核菌接種

實験例、等ノ如ク少量ナラズ、且比較的禰蔓性二播布

セラル ・ノ・、關節腔内二於ケノレ結核菌 ノ吸攻が皮下吸

牧二比シ旺盛ナル爲ナ リ。本例二於テ・・各臓器内二屡

菌ヲ詮明シタル・・、關節腔内結核菌接種方法ガ皮下接

種二比 シ血管 ノ損傷多キ爲ナラソト考フ。

第39號 、生存 日撒12日

第40號 、生存 日藪15日

雨例共二淺在淋巴管径路、深准淋巴管径路 ニヨリ播布

セラル ・モ ノニシテ
、共播布径路ハ既述諸例 トノ比較

一コリ明瞭ナリト考フ
。

小 括

膝關節腔内生結核菌接種8例 ノ縮括 テ行 ヒ、膝

關節腔二接種 セラレタル結核菌ノ淋巴系統ニ ヨ

ル播布獣態 ノ詳細ナル観察 ラ行 ヘルニ
、即 チ、

後趾踪皮下二結核菌 ノ接種 テ行 ヒタル場合 ト同
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様、淺在淋巴管、即チ皮下淋巴毛細管、及 ピ深

部淋巴毛細管 ノニ径踏 ニヨリ播布セラル ・モ ノ

ニシテ、雨径路 ハ後腹膜腔内二在 スル、腰下部

淋巴腺 二於 テ合流 シタル後上昇静脈二開孔 ス。

淺在淋巴管、及 ピ深在淋巴管 ノ径路、拉二各淋

巴腺間 ノ連絡ハ略圖第2二 示 セルガ如 シ(第2

圖参照)。

本實験二於テハ結核菌 ノ進行速度速カニシテ既

第7表 膝關節腔内生結核菌接種

海 瞑 番 號 33 34 35 36 37 1381
'39140

髄 重 400 390 370 400 410 380 370 300
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2
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a8日 一 シテ多撒淋 巴腺 内二菌 ラ謹 明 スル ニ至

レルハ翠 二淋巴系統 ノ 走ニ ヨル播布 二非ズ シテ

血 流 ニヨル移動 モ考慮 セザルベ カ ラザル ハ勿論

ナ リ。

第5項 腹腔 内生結核菌接種 實験

腹腔内異物吸牧 二關 スル研究 へ1863年Reck-

1inghausen(14)ノ 行(・ル腹腔 内二於 ケル脂肪吸

牧 二關 スル研究 テ以 テ噛 矢 トナ シ、爾來多数 ノ

研究報告行 ハ レ、横 隔膜 ガ腹腔 内異物吸牧 二重

大 ナル役 目ラ演 ゼル事ハ諸家 ノ認 ムル塵 ナ リ。

余 ハ結核菌 ノ淋 巴系統 ニ ヨル腹腔 内吸牧歌態、

拉 二其 ノ径路 二就 テ次 ノ如 キ實験 テ行 く・リ。

第41號 、生存 日数1日

大網、並二淋巴腺内二全〃菌 ヲ登見シ得ザリキ。

第42號 、生存 日数2日

大網中二極少撒 ノ結核菌ヲ詮明ジタル ノミーシテ、未

ダ淋巴腺内ニハ饗見シ得ザリキ。

第43號 、生存 日撒4日

4日 間ノ日倣経過ニヨリ多数 ノ結核菌ヲ大網内二壁見

セリ。幽門部、虹二肝門淋巴腺内二結核菌ヲ謹明スル

ニ至 リタル経路ハ、 即チ大網内二吸牧セラレタノゾ菌

ガ、先ヅ幽門淋巴腺二至 リ然ル後、肝門淋巴腺二現 レ

タルモノニシテ墨汁注入實験ニヨル 径路 ト同一径路

ナリ。又腰下部淋巴腺、腎臓部淋巴腺内二菌 ヲ詮明シ

タルハ、腹膜ニコリ吸牧セラレタル菌 ガ腰下部淋巴腺

内二吸牧セラレタル後、後腹膜腔 ヲ漸次上昇 シテ腎臓

部淋巴腺内二進入シタルモノト考フ。前上縦隔賓淋巴

腺内二多量ノ結核菌ヲ詮明スルニ至ツタル 裡路ノ・腹

腔内異物吸牧中最モ重要ナル径路ニシテ、即チ械隔膜

二吸牧セラレタル菌ノ・胸骨内面内乳動静脈 ノ外側、

或ノ・内側 ヲ漸次上昇ノ後、本淋巴腺内二進入 シタルモ

ノニシテ、本径路ハ墨汁ヲ腹腔内二注入ジタル場合二

認メタル径路 ト全ク同一一ノ裡路ナリ。

第44號 、生存 日撒5日

本例二於テ氣管氣管枝淋巴腺中二多量 ノ菌 ノ進入 シ

タル径路ハ全〃不明ナレ・ド、恐ク前上縦隔蜜淋巴腺 ヲ

蓮過シタル後、血管系統内二進入シタル菌ガ血流 ヲ介

シテ本淋巴腺内二移動 シ來ルモノト考フ。其他 ノ淋巴

腺内二出現 シタル結核菌 ノ進行径路ハ前例二於ケル

同一径路ニゴし!ルモノナリ。

第45號 、生存 日鍛7日

本例二於ケル菌 ノ進行径路ノ・、第43號 、第44號 二記

載ジタル菌 ノ播布裡路 トノ比較ニヨリ容易 二列明シ

得ルモノト考フ。

第46號 、生存日数8日

前記藪例ノ淋巴管径路 ト本例成績 トノ比較ニヨリ、菌

ノ進行径路明白ナリ。

第48號 、生存日数13日

本例二於テ膝胴織髪淋巴腺、虹二後肩脾骨淋巴腺内二

結核菌 ノ出現ヲ見タルノ・、恐 ラク菌接種時菌液 ノ皮下

漏出多量ナリジ結果ナラソ。前上縦隔賓淋巴腺内二多

量 ノ結核菌 ヲ詮明 シ得タルハ、横隔膜 ノ結核菌吸牧旺

盛ナルニ反 シ、前上縦隔蜜淋巴腺 ヨリ血流内へ輸出サ

ル ・菌量ノ徐 々ナル爲結核菌ガ漸次淋巴腺内二瀦溜

シ來ル爲メナリ。

小 括

結核菌 ノ淋巴系統ニヨル腹腔内吸牧ハ、第1横

隔膜ニヨル吸牧、第2大 網ニ ヨル吸牧、第3腹

膜ニヨル吸牧 ノ3径 路 テ主要径路 トナス。

第1横 隔膜ニヨル吸牧ハ 既二43號 例二於 テ

述ベタルガ如 クニシテ、腹腔内吸牧中最モ重大

ナル役 目テ有 スル径路 ナリ。第2ノ 大網 二吸牧

セラレタル菌ハ先ヅ、幽門部淋巴腺 二至 リ、更

二肝門淋巴腺、及 ビ膵肝門淋巴腺 テ通過 シタル

後、始メテ後腹膜腔内淋巴腺、即 チ腎臓部淋巴

腺内二進入 シ然ル後、胸管 テ通過 シテ静脈 二開

孔 ス。

第3ノ 腹膜ニヨル吸牧ハ他部二於 ケル吸牧 二比

シ弱キガ如 シ。然 レドモ忽 セニスベカラザル径

路ニシテ、一旦薦骨淋巴腺、或 ハ腰下部淋巴腺

内へ進入 シタル後、後腹膜腔内淋巴系統 テ上昇

ス。前上縦隔賓淋巴腺内二多量 ノ菌 テ謹明 シタ

ルハ、横隔膜 ヨリ進行 シ來ル菌 ノ多量ナノヒニ反

シ、前上縦隔寳淋巴腺 ヨリ静脈内二移行 セラル

ル菌量ノ少量ナル爲、菌 ノ瀦溜 テ見ルニ至 リタ

ルナリ。但 シ大網ニヨリ吸牧 セラル ・菌 ノ進行

速度、蚊二菌量ハ他 ノ淋巴管径路 二於 ケル ト同

様、進行速度著 シク緩慢ニ シテ、且菌量モ少量

ナリ。
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第8表 腹腔内生結核菌接種

海 瞑 番 號 41 42 43 44 45 46 47 48

髄 重 300 350 340 440 400 410 390

　

450

結 核菌接 種量(竃…) 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5

菌接種後生存 日撒(日) 1 2 4 5 7 8 10 13

髄側

淋巴腺臓器名 ＼
右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左

頬 部 淋 巴 腺
=
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=
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=
=
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鉄
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=
=
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=
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ー=

二
二
二
二
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土
塾
二
鉄
=
=

二

三

『

二
二

=

二
二
二
二
土
土
五
量
二
量
二
二
二
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ー

『

二
二

=

≡
=
『

二
柵『
二
土
量
二
鉄

一

こ
こ

=
一

二
二
二
柵}
什『

土
訣一
二
訣

『

二
ニ
ー

二
二
二
二
二
帯
=

二
訣一
二
鉄一
二
二
ニー
ニ
ー

二
=
『

=
ニ
ー

二
二
二
柵一
十十

=1=
F

_1_

-i-
-
1『

二=」 一

頭 部 淋 巴 腺

耳 下 部 淋 巴 腺 一

=
=
一

二
二
こ

二
ニ
ー二
量
二
鋏
=
=
一

二
ニ
ー

一====

一

『

二
二
二
二
二
冊一
十一
十一
鉄
=
一

董
十一
什
=
二
二

一一 一 雷 一

顎 下 部 淋 巴 腺
=閣

三
二
二
二
坦
土
土
量
二
鉄
下
丁
=
=
=

=
二
二
二
二
二
二
二
二
塾
二
鉄

一一 一

淺 頸 部 淋 巴 腺
一 一P『一 一

深 頸 部 淋 巴 腺

上鎖 骨窩 淋 巴 腺

腋 窩 淋 巴 腺

後 肩 脾骨 淋 巴腺一一一 一一

前上縦隔費淋巴腺
一一_一 一 一一 一 一

氣管氣管枝淋巴腺
一 一一__

腎 臓 部 淋 巴 腺
一
上
量
一二

鉄『
十一

二
こ
こ
一

腰 中 間部淋 巴腺
一一 一

腰 下 部 淋 巴 腺

腸 骨 部 淋 巴 腺一 一r一『

薦 骨 部 淋 巴 腺 十

一
一
一

二
ニ

モ

膝 腫雛 壁淋 巴腺 ニ
ニ

≡

二
二
こ
■一

一}一

深 鼠 瞑部 淋 巴腺 訣一
鉄
一 一

訣

膝 腫 窩 淋 巴 腺一
尾 閲 骨 淋 巴 腺一
幽 門 部 淋 巴 腺 一 一 十 十 十 什 一 什

肝 門 淋 巴 腺 一
二_

_一

十 十 十 什 一 什

膵 肝 門 淋 巴 腺 一 一 ● 一 一 一 一 一
一 一

腸 間 膜 淋 巴 腺一 一一 一
一 一 一 一 一 一 一 一

廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 騨 一÷
後 盲 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 ■一

結 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

肺 臓 一 一 一 一 一 一 一 一

肝 臓 一 一 一 一 一 一 一 十

腎 臓 一 一 一 一 一 一 一

脾 臓 一 一 十 一 一 一 一 十

大 網 一 十 柵 十 十 十

第6項 腹壁皮下生結核菌接種

實験成績

第49號 、生存日数2日 間

未ダ淋巴腺、並二臓器内二結核菌ヲ詮明シ得ザリキ。

第50號 、生存 日鍛5日 間

廠痩弊死セリ。各臓器、淋巴腺共二異常 ヲ認メズ。

菌接種部位二於テ、結核菌特有 ノ膿瘍 ヲ形成 シ、膿中

二多数 ノ結核菌 ヲ謹明セリ
。
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塗抹標本鏡検成績、膝腫雛襲淋巴腺内 二結核菌 ヲ詮

明スルニ至リタル径路ハ、菌接種部位ヨリ直チニ皮下

淋巴毛細管ヲ通過 シタル後進入シ來L!ル モノニジテ、

即チ、部團淋巴腺ノ侵襲ナリ。後肩脾骨淋巴腺内二於

ケル菌 ノ誰明ハ、前諸例同様皮下淋巴毛細管 ヲ通過シ

タル後現 レタルモノニシテ卯チ、遠隔淋巴腺侵襲ナ

リ。深頸部淋巴腺、蛇二氣管氣管枝淋巴腺内二出現セ

ル結核菌 ノ淋巴系統ニヨル 進行樫路ノ・全」不明ニシ

テ、血流ニヨル菌 ノ移動 ト考フルヨリ外ナシ。

第51號 、生存日数5日 間

肉眼的所見、菌接種側膝腫綴嚢淋巴腺二輕度 ノ腫脹

ヲ認メタル以外 二著墜ヲ知ラズ。菌接種部位二結核特

有 ノ膿瘍ヲ形成シ、膿中二無藪 ノ結核菌ヲ詮明セリ。

塗抹標本鏡槍成績、 本例 二於テ・・接種セラレタル結

核菌・・皮下淋巴毛細管ヲ通 ジテ膝脳雛襲淋巴腺内二

出現セル ノミナリ。

第52號 、生存 日数5日 間

肉眼的所見。淋巴腺、並二臓器二著愛ヲ認メズ。菌接

種部位二於テノ・結核特有 ノ膿瘍 ヲ形成シ、膿中二多量

ノ結核菌ヲ謹明ジ得タリ。

塗抹標本鏡検成績。部漉淋巴腺二相當 セル膝脳雛襲

淋巴腺内二結核菌ヲ詮明シ得ザルノ・、本淋巴腺内二於

ケル菌量 ノ著シク少量ナリシ爲號見シ得 ザリシモノ

ト考フ。

薦骨淋巴腺内二菌ヲ謹明シ得タルノ・、膝脳雛襲淋巴腺

ヲ通過シテ來ルモノト考フ。

第53號 、生存日数7日 間

肉眼的所見、菌種側二於ケル膝掴雛髪淋巴腺 ノ腫大

ヲ認メタル以外二著墜ナシ。

塗抹標本鏡槍成績、第51號 例二同ジ。

第54號 、生存 日数7日 間

肉眼的所見、…著シ〃藏痩 シ全勇ノ淋巴腺・・一般 二小

ナ レド、菌接種側淋巴腺即チ、膝脳雛髪淋巴腺、並 二

後肩脾骨、更二前上縦隔賓淋巴腺ノ・夫 々左側同名淋巴

腺二比 シ僅 カニ腫脹セルヲ認ム。

塗抹標 餐鏡瞼成績、前上縦隔蜜淋巴腺内二菌 ヲ謹明

スルニ至 リタル裡路 二経血管系統、蛇二経淋巴系統 ノ

ニ径路ヲ有ジ、並二淋巴系統 ニョル径路 ノ按ズルニ、

即チ腹壁皮下二接種セラレタル 菌ノ・共大部分ノ・皮下

淋巴毛細管ニコリ吸牧セラレ遠近淋巴腺内 二移動セ

ラル ・モ、其 ノ中ノー小部分ハ深在淋巴腺内二進入シ

タル後,腹 膜ニヨリ吸牧セラレ更二上昇 シタル菌ハ横

隔膜淋巴管内二進入 セリ、斯クシテ横隔膜淋巴管内二

進入 シタル後ノ・腹腔内異物吸牧 ト同一径路ニヨリ、即

チ胸骨内面 ヲ上昇ノ後、前上縦隔蜜淋巴腺内二入ル。

更二叉腎臓部淋巴腺内二進入 シタル 菌ノ・大部分ノ・胸

管 ヲ通過ヌベケレ ド、一小部分ハ、腎臓部淋巴腺ヨリ

横隔膜二至 レ・ル毛細淋巴管 ヲ通過 シタル後横隔膜内

二進入 シ、然ル後胸骨内面ヲ通過ジテ前上縦隔蜜淋巴

腺内二進入ス。

肝門淋巴腺内へ結核菌 ノ進入 セル裡路二關 シテモ亦、

経血管系統、経淋巴管系統 ノニ径路 ヲ有ス。今並 二腹

壁皮下二結核菌 ノ接種 ヲ行 ヒタル場合二結核菌 ノ淋

巴管 ヲ介ジテ肝門淋巴腺内二 出現 シタル径路ヲ按 ズ

ルニ、即チ、腹壁 二於ケル深在淋巴管二吸牧 セラレ腹

膜外面ヲ通過 シ、後腹膜腔二於テ腎臓静脈 ヨリ側腹壁

ヲ斜下方二横走セル血管分枝二沿 ヒテ上昇セル 淋巴

管二吸牧 セラレタル後、腎臓部淋巴腺 ノーツニ入 リ之

ヨリ肝門淋巴腺二至ル事ヲ知 レリ。

第55號 、生存 日数7日 間

肉眼的所見、右側膝脳雛髪淋巴腺 ノ腫脹、蚊二菌接種

部位二於ケル膿瘍ノ形成以外 二著攣 ヲ認メズ。

塗抹標本鏡検成績、前54號 例二於ケル設明 ト本例成

績 トノ比較ニヨリ、菌 ノ進行裡路明白ナリ。 ●

第56號 、生存 日数8日 間

前50號 例、ibl二54號 例 二於ケル 雨説明ニヨリ本例

二於ケル菌 ノ進行径路モ容易 二知 リ得ルモノト考フ。

第57號 、生存日数9日 間

第58號 、生存日数9日 間

本2例 二於ケル結核菌 ノ進行径路ノ・前述諸例 ノ説明

ニヨリ明瞭ナリ。

第59號 、生存日鍛9日 間

肉眼的所見、膝脳雛髪淋巴腺 ノ大豆大腫脹、並二前上

縦隔蜜淋巴腺 ノ米粒大二腫脹 シタル 以外二著攣 ヲ認

メズ。

塗抹標本鏡槍成績、氣管氣管枝淋巴腺内 二菌 ヲ詮明

スルニ至リタル径路ハ、恐ラク血流 ヲ介 シテ進入 シ來

レルモノト考フ。其他 ノ淋巴腺内二菌 ヲ謹明シタル径

路二關シテハ前諸例ノ説明 トノ比較 ニヨリ明ナルモ

ノト考フ。

第60號 、生存日数10日

第61號 、生存日数11日

雨例二於テ漸次氣管氣管枝淋巴腺内二多数 ノ菌 ヲ螢

見スルニ至 リタルハ血流内菌量ノ逐次墳加 シ肺臓 ヲ
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通過 シテ進入 シ來ルモノト考フ。

第62號 、生存 日数12日

第63號 、 生存 日撒12日

第64號 、生存 日数12日

第65號 、生存 日数14日

以上4例 二於ケル結核菌 ノ播布裡路ノ・既述諸例 ノ説

明ニヨリ明瞭ナ リ。菌接種後日数ノ経過 ト共二結核菌

蛋見淋巴腺撒、並二各淋巴腺内二於ケル菌量毛逐次墳

加 シ來ルヲ知 レツ。

第66號 、生存 日鍛15日

左側鎮骨上窩淋巴腺、右側腋窩淋巴腺、後肩脾骨淋巴

腺、前上縦隔蜜淋巴腺、腰下部淋巴腺、膝腫雛襲淋巴

腺、深鼠膜淋巴腺、等夫々他側 ノ2乃 至3倍 大二腫脹

セ リ。

然 レ ドモ化膿、乾酪化、周園組織 トノ癒著ヲ認メザリ

キ。肝臓・・多少貧血性ニシテ、脾臓 ノ表面粗槌 トナル。

塗抹標本鏡検成績、各淋巴腺内二出現 セル菌量、虹二

菌獲見淋巴腺数 ノ増加 ヲ見タル事、更 二亦、後肩脾骨

淋巴腺、氣管氣管枝淋巴腺、膝胴雛 菱淋巴腺内二結核

菌 ノ瀦溜ヲ見 タルノ・注 目スベキ成績ニシテ、即チ、比

較的菌接種部位二近キ皮下淋巴腺内ニハ接種部位ヨ

リ皮下淋巴毛細管 ヲ介 シテ逐次結核菌 ノ進入 ヲ見ル

ト錐モ、是等淋巴腺 ヨリ迭 リ出サル ・結核菌ノ量ノ・少

量ナル爲メ部局淋巴腺、或 ハ遠隔皮下淋巴腺内ノ菌ハ

盆iく墳加瀦溜スルニ至ルモ ノb考 フ。

第67號 、生存 日数17日

第68號 、生存 日数19日

第69號 、生存 日数22日

以上3例 ニヨリテハ淋巴管径路 ヲ關明セソトスルモ

ノニ非 ズシテ、軍二日激経過ニヨリテ淋巴腺内二出現

スベキ菌量、蚊二播布速度二就テ討検 セソトス。即チ

日倣経過ニヨリテ菌出現淋巴腺数 ノ増加 ヲ知 レリ、然

vド モ2乃 至3個 ノ淋巴腺以外 ニノ・各 々ノ淋巴腺内

ノ菌量ハ著シクノ・壇加 セザル事 ヲ知vリ 。是等3例 ヲ

通 ジテ膝腫雛襲淋巴腺、氣管氣管枝淋巴腺内二於ケル

菌 ノ出現著明ニシテ、叉前 ノ2例 二於 テハ後肩脾骨淋

巴腺内二多量 ノ菌 ヲ詮明ジ得タルハ前例66號 ノ訊明

ニヨルモノナ リ。

小 括

腹壁皮下二多量 ノ菌(2.5ヌ匡)テ 接種 セバ1週 間

以内二於 テ接種部位 二膿瘍 テ形成 スルニ至 リ、

該膿中二多量 ノ結核菌 テ謹明ス。而 シテ結核菌

ノ播布径路 テ観察 スルニ、全 ク墨汁注入實験二

於 ケル ト同一 ノ径路 ニヨルモ ノニ シテ、即チ側

下腹壁皮下二接種 セラレタル菌 ノ大部分ハ直チ

ニ膝脳鐡髪淋巴腺 二至 リ、之 ヨリーソバ深鼠踵

淋二腺内二進入 シタル後上昇 シテ腎臓部淋巴腺

鼻入 リ、胸管 テ通過 シテ静脈 二開ロス、然 レド

モー少部分 ノ菌ハ、菌接種部位 ヨリ直 チニ皮下

淋巴毛細管 テ通過 シタル後、遠隔淋巴腺内二進

入 ス。

次二接種 セラレタル結核菌 ノ播布速度、播布量

二就 テ討検 セントス。接種 セラレタル結核菌ハ

接種後間モナク皮下、部屍淋巴腺、或ハ遠隔淋

巴腺 内二進入スト難 モ、其 ノ菌量ハ僅少ニシテ

其後著 シキ菌量 ノ増加、或ハ菌登見淋巴腺撒ノ

壇加 テ認 ノザ レド7日 以後二於 テ菌量、蚊二菌

褒見淋巴腺敷 ノ檜加 スルガ如キ傾向テ示 シ、10

第9表(其1)腹 壁皮下結核生菌接種實験(其 一)

海 狽 番 號

髄 重

結核菌接種量(瑳)

菌接種後生存 日鍛(日)

左右別

淋巴腺臓器名
頬 部 淋 巴 腺

頭 部 淋 巴 腺

耳 下 部 淋 巴 腺

49

320

2.5

㊨

鉄

2

左

50

460

2.5

㊨

訣

5

左

51

2.5

㊨

訣

5

左

鉄

52

2.5

㊨

5

左

猷

53

2.5

㊨

鉄
丁

7

左

飲

54

2.5

㊨

7

左

55

2.5

㊨

鉄

7

左

56

2.5

㊨

8

左
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顎 下 部 淋 巴 腺1-一 一1一

亙

一

一

一
i

三
二
二
二
二
二
二
二
鉄一
二
鉄●
=

二

二

ニ
ー

一

二
十

三
二
帯一
二
十
=
一 一

鉄一

二
量
二
朴
=
噌=

一
鉄

1

三
二
二
二
二
二
二
二
鉄

三
鉄
=
=
=
=
=

三
二
二
二
二
二
二
二
鉄
二

耳
=一

下一
鉄
一 一

鉄一
一

三
二
二
二
二
二
二
二
塾
二
鉄
=

三
量
訣
=

三
二
二
二
二
二
二
二
塾
二
飲
下
=一
=
7
二

」_ =
二
一

二
二
二

三

三
塾
二
飲}
二
二

三
=

=
一=

=

=一

三

薯
王
董
上
竺
五
土
二

三

三

三

±
芋

亙
董_
土
量
ニー
二
一

三

一

二
二
ニ
ー

二

二

二ニ

ー二

二
十十『
鉄一

二
土
量
ニ
ー

1
　 }一=

一 一二

二

二

二

璽璽 部 淋 巴腺i二
深 頸 部塑 巴腺i二

二
二
二
二
二
二
二
二
鉄

三
鉄
=

三
二

壬

1輌_

一

二
二
二
二
二
二
二
塾
二
歓
=
一
十十十H十

二

ニ
ー

上鎮骨 窩淋 巴腺!二
_一 一 一

腋 窩 淋 巴 些 二

一1-

=1一

岳錨藷 畷1三

二

二ニ

ー二

一

三
一

一

鉄一

二
二
鉄
=
=

二

}
柵一
柵

=
一=

=
一}一
一1-
一
鉄
}一

一二

十十

一

二
氣管氣管瀟 百劇=

一

一
腎 臓 部 淋 巴腺E 二

ニ

ー二
腰 中間部 淋 巴腺i訣一一

腰 下 部 淋 巴 腺1一

腸 骨 部 淋 巴原 陶「 鉄一一 一 一
薦 骨 部 淋 巴 腺1-

一一 一 一
二
二膝 脳 雛 髪 淋 巴 腺{一 =

三

二尾 聞 骨 淋 巴園 二

深服 部淋巴奥二 一

膝 脇 窩 淋 巴 腺 一 二

幽 門 部 淋 巴 腺 一 一 〇 一 一 一 十十 一 一

肝 門 淋 巴 腺 一 一 一 十 一 柵 十 什

膵 肝 門 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

_僻一

腸 間 膜 淋 巴 腺1 一 一 一 一 一 柵 一 一

1廻 盲 部 淋 巴 腺
1一

一 一 一 一 一 一 一

璽

後 盲 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

結 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 什 一 一

[

肺 臓 一 一 一 一 一 一 一 十

肝 臓{・ 一
一 一 一 一 一 一 一

腎 漸 一 一 一 一 一 柵 一 一
一 一一『 一

脾 臓i一 一一1一 一 一 柵 一1-
k一 一 一

局 所 柵!.。 一 。。1++++++

一

+}++++1冊

第9表(共2)腹 壁皮下生結核菌接種實験(其二)

海 狸 番 號

髄 重

結 核 菌 接 種 量

菌接種後生存 日数

髄側

淋巴腺臓器名一 一 一 一

頬 部 淋 巴 腺

頭 部 淋 巴 腺

耳 下 部 淋 巴 腺

顎 下 部 淋 巴 腺

淺 頸 部 淋 巴腺

深 頸 部 淋 巴 腺

鎮 骨 上窩 淋 巴腺

57

370

2.5

㊨

鉄

9

左

訣

58

380

2.5

㊨

±

訣

9

左

59

350

2.5

㊨

9

左

訣

60

360

2.5

㊨

訣

10

左

訣

61

400

2.5

㊨

11

下

左

62

380

2.5

12

㊨ 左

=

二
二
量
什

「
三

二
鉄
=
一 一 十

十十 十十



1068 川村=淋 巴系統 ニヨル結核菌 ノ盟内播布状態二關スル實験的研究 【第15巻

腋 窩 淋 巴

後 肩脾 骨 淋 巴

前上縦隔蜜淋巴

氣管氣管枝淋巴

腎 臓 部 淋 巴

腰 中間部 淋 巴

腰 下 部 淋 巴

腸 骨 部 淋 巴

薦 骨 部 淋 巴

膝 腫 雛 嚢淋 巴

深 鼠 瞑部 淋 巴

膝 脳 窩 淋 巴一 一

幽 門 部 淋 巴

肝 門 淋 巴

膵 肝 門 腸 間一 一一

腸 間 腹 淋 巴

廻 盲 部 淋 巴

後 盲 腸 淋 巴

肺

肝

腎

脾

菌 接 種 部

第9表(其3)腹 壁皮下生結核菌接種實験(共三)

海 猿 番 號 6告 65 66 67 68 69

髄 重 350 340 400 410 400 380

結 核 菌 接 種 量 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5

一

一 一一

22菌接種後生存 日数 12 15 17 19

＼ 盟側＼
淋巴腺臓器名＼

㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左

頬 部 淋 巴 腺 一 一

頭 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 十 一一 一 一 一 一
十十,

一

耳 下 部 淋 巴 腺 十 一 一 十 一 一 一 一 一 十 一 一

顎 下 部 淋 巴 腺 十 一 一 一

淺 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 十 十 什 一 什 冊

深 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 十 一 一 什 十 一 一 一 一

鎮 骨 上窩 淋 巴腺 一 一 一 一 什 柵 骨 一 飲 什『 一
一

十 十

腋 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 十 冊 十 一 柵 十 一

後 肩 脾骨 淋 巴腺 十 一 一 一 冊 柵 柵 十 一 一 一 一

前上縦隔蜜淋巴腺 什 ■一 十 一 一 一 十 十 十 十 什 十

氣管氣管枝淋巴腺 朴 一 什 什 柵 柵 朴 什
一

十 什 冊 冊

腎 臓 部 淋 巴 腺 十 一 什 什 一 朴 十 一 督 一 什 一

腰 中間部 淋 巴腺 鉄 鉄 一 一 鋏 鉄 鉄 鉄 鋏 訣 一 一
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腰 下 部 淋 巴 腺 柵 一 一 一 十

鉄

十

劃
一 什

訣

十

1毒

レ

一一 一

腸 骨 部 淋 巴 腺 一 に 訣 鉄 lT 鉄 1譲 鉄
,一

薦 骨 部 淋 巴 腺 十 十 十 一 一 十 一

膝 囮雛髪淋 巴腺 什 一 ◎◎ 帯 冊 柵 冊 十 冊 柵 柵 一
一 一 暫一

深 鼠瞑部 淋 巴腺 一 一 __]_ 一 一 十 一 一 一 一 鉄

膝 囮 窩 淋 巴 腺 一 一 ._1_ 鉄 訣 訣 鉄 一 一 十 一
一 一.一
・幽 門 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 十

肝 門 淋 巴 腺 一 嚇 一 什 什 十 一
一 一

膵 肝 門 淋 巴腺 惜 十 十 一 一

腸 間 膜 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 十

廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一 十 一 一 一
」

後 盲 腸 淋 巴 腺 一 一 一 十
邑

一

肺 臓 一 一 一 一 十 一 i

肝 臓 一 一 十 一 一
十

腎 臓 一 一 一 一 一 一

脾 臓 一 一 一 一 一 朴
菌 接 種 部 位 冊 OQ 冊 冊 鼎 ?

日以後二至 リテハ著明二菌量、拉二菌登見淋巴

腺激 ノ増加テ認 ムルニ至ル。 日激 ノ経過 ト共二

皮下淋巴腺、特二本實験 ノ場合二於 テハ膝脳鍛

髪淋巴腺、及 ビ後肩騨骨淋巴腺内二多量 ノ結核

菌瀦溜テ認 メタリ。深部淋巴腺 二於テハ氣管氣

管枝淋巴腺中二最モ多量二菌 ノ進入テ認 ム。

第5節 種 々ナノレ個所 ヨ リ注 入

セ ラレタノレ死 結核 菌 ノ髄 内播布

状態 二就 テ

第1項 前趾踪皮下死結核菌

'第10表

注 入實験成績

前趾蹄皮下二死結核菌 ヲ接種 ジタル後、2日 、5日 、

8日 、10日 、12日 、15日 、20日 ト生存 日鍛 ヲ異ニシ

タル7例 二就テ死結核菌 ノ播布状態二關スル 観察 ヲ

行 ヒタルニ、死結核菌接種後2日 目ノ成績 モ、20日 間

ヲ輕過シタル成績モ共二軍二後肩脾骨淋巴腺内二菌

ヲ獲見シタルノミニシテ、20日 ノ日倣 ヲ経過 シタル

ニ不拘全ク菌 ノ進行セザル ノミナラズ
、菌量叉ノ・菌出

現淋巴腺数 ノ堆加 ヲモ認メ得ザ リキ。

菌接種部位二於テノ・総テノ例二於テ結核菌ヲ誇明セ

リ。

前趾臆皮下死結核菌注入

海 猿 番 號 70 71 72 73 74175 6

76

鰹 重 320 350 340
臨

440 400 350 380

結核菌注入量(晒) 1.0 1.0 1.0

一

1.0 1.0 1.0

菌注入後生存 日鍛(日) 2 5 8 10 12
115120

盟側
、

淋巴腺臓器名
右 ㊧ 右 ㊧ ㊨ 左 右 左 ㊨ 左 右

」

㊧

i

㊨ 左
頬 部 淋 巴 腺

=
一

こ
司=1=

1 _1～ ～

三
～

=
～

こ

一ヨーL
一

一
一
一

一F

=

_「=

頭 部 淋 巴 腺
一

三
一

一 剛

耳 下 部 淋 巴 腺
こ
こ =『 ～
1

=

～

一[一

==-1=
一

こ
～

こ一 一 一__
顎 下 部 淋 巴 腺 洲 一
淺 頸 部 淋 巴 腺

深 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一_

上 鎖 骨 窩 淋・巴 腺 十
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腋 窩 淋 巴 腺
一}

後 肩脾 骨 淋 巴腺

前上縦隔蜜淋巴腺一 一
氣管氣管枝淋巴腺一 一 讐一

腎 臓 部 淋 巴 腺
一 一

腰 中間部 淋 巴腺　
腰 下 部 淋 巴 腺

一 一 一一 一

腸 骨 部 淋 巴 腺

薦 骨 部 淋 巴 腺
一 一 一一

膝 腫 雛 髪淋 巴腺

深 鼠 瞑部 淋 巴腺

膝 腫 窩 淋 巴 腺一
尾 間 骨 淋 巴 腺一 一 一

幽 門 部 淋 巴 腺一 曹

肝 門 淋 巴 腺

膵 肝 門 淋 巴 腺

腸 間 膜 淋 巴 腺
一 一一 一一

廻 盲 部 淋 巴 腺

後 盲 腸 淋 巴 腺一 一 一

結 腸 淋 巴 腺

肺 臓

肝 臓

腎 臓

脾 臓

菌 注 入 部 位1

第2項 後趾踪皮 下死結核 菌

注 入實験成績

第77號 、生存 日数3日

皮下淋巴毛細管ヲ介 シテ膝脳雛襲淋巴腺内二進入 シ

タル後更二薦骨淋巴腺内へ進入セルヲ知ル。

第78號 、生存 日鍛5日

前例第77號 二於テノ・接種セラレタル菌ハ皮下淋巴管

ヲ介シテ進行 シタ1ノドモ、本例二於テノ・大部分が後趾

深在淋巴管 ヲ介シテ膝嘱窩淋巴腺二進 ミ更二深部鼠

1瞑淋巴腺内二進入シタル後、薦骨淋巴腺 ニマデ到達 ジ

タルヲ知 レリ。

菌接種部位二於テ・・少量 ノ膿瘍 ヲ形成ジ、膿中二多量

ノ結核菌 ヲ謹明セリ。

第79號 、生存 日倣13日

本例 二於テノ・、前2例 ト異 リ、皮下淋巴毛細管、蚊二

深在淋巴管/雨 裡路ニヨリ播布 セラル。 皮下淋巴毛

細管ヲ介 シテ進行ジタル 菌ハ膝脳鐡襲淋巴腺 二於テ

(什)ナ ル成績ヲ示シ、深在淋巴管 ヲ介 シテ進行 シタル

菌ハ膝嘔窩淋巴腺内二進入 シ(冊)ナ ル成績 ヲ示セ リ、

帥チ本例二於テノ・接種 セラレタル 菌 ノ大部分ガ深在

淋巴管 ヲ介 ジテ播布 セラレタリト錐モ、斯 ク深在淋巴

管 ヲ介 ジテ、多量ノ菌 ノ移動スルへ 菌接種ガ深部ナ

リシ爲ナ リト考フ。何 レニセヨ接種 セラレタル菌 ノ進

行ノ、著 シク緩慢 ナリ。

第80號 、生存 日数15日

本例二於テハ菌接種後15日 ヲ経過セルニ不拘部賜淋

巴腺内へ菌 ノ進入 シタルヲ認メズ、唯皮下遠隔淋巴腺

ナル後肩脾骨淋巴腺内二少量ノ菌 ヲ登見シ、更二之 ト

無關係二鎮骨上窩淋巴腺内二菌 ヲ詮明シタル ノミニ

シテ死結核菌 ノ播布速度ノ著シク緩慢ナル 事 ヲ知 レ

リ。

第81號 、生存 日数17日

接種セラレタル菌・・淺在淋巴管 ヲ介ジテ、膝腫雛襲淋

巴腺内二進入シ、一方深在淋巴管 ヲ介 シテ進行シタル

菌・・、膝脳窩淋巴腺内二進入 シ、是等雨者中ノ菌ガ更

二進行シタル後、薦骨淋巴腺内、或 ハ腰下部淋巴腺内

二菌ヲ詮明スルニ至ル ・モ依然 トシテ菌 ノ進行 ノ徐

徐ナル事 ヲ知 レリ。
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第82號 、生存日撒20日

前第17號 例b同 様深在、淺在雨淋巴管ヲ介 シテ進行

シタルヲ認ムレド、接種セラレタル菌 ノ進行著シク緩

慢ナノγ事 ヲ知 リ、結核菌ハ局所二固定セラレタルモ ノ

ト認 ム。

小 括

以上6例 ノ線括 テ行ヘバ死結核菌モ生結核菌 ト

同一径路 テ進行 スルモノト錐モ、菌 ノ播布量ニ

ハ著 シキ差異 テ認 ム、即チ接種 セラレタル菌ハ

部属淋巴腺、或 ハ2乃 至3個 ノ淋巴腺内二止マ

リ、 日薮経過 スルモ更二結核菌 ノ進行 スルガ如

キ歌態テ認 メ得 ズ。

第11表 後趾蹴皮下結核死菌注入實験

●

海 猿 番 號 77 78 ,79
一 一一 一

380

80 81 82

400 390盟 重 280 450 380

結 核菌注 メ量(彪) 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

菌注入後生存日藪(日) 3 5 13 15 17 20

'

【

ー

ウ
,

,

`

,

祠

'馳

＼ 盟側
淋巴囎 癖＼＼

右 ㊧ 右 ㊧1㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左

噸 部 淋 巴 墜注 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

耳 下 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一;一 一 一

一
顎 下 部 淋 巴 腺

1 1

淺 頸 部 淋 巴 腺 一 一 1 一 一 一 一 一 一 一1一 一 一

深 頸 部 淋 巴 腺 一 一 ■

1

一 一 一 一 一 一 1-i一 一 一

鎮骨 上窩淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 十 一 一 一i-一 一 一

腋 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一

コ ー
一 一一

後肩脾 骨淋 巴腺 一 一
I

o暉■■● 一 一 一 骨 一 一 一 一 一
一
前上縦隔賓淋巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ・ 一 一 一

氣箸氣管枝淋巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

腎 臓 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 _1__ 一 一

腰 中間 部淋 巴腺一 一 鉄 鉄 鉄 鉄 鉄 訣 一 一 鉄 鉄 鉄 鉄
腰 下 部 淋 巴 腺一

一 一 一 一 冊 一 一 一 +1+
一 匠

一 一

腸 骨 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

薦 骨 淋 巴 腺 什 一 什 一 一 一 一 +州 骨 朴一 一

膝 脳激嚢 淋 巴腺 鉄 柵 一 一 什 一 一 一 什1一 什 一

深 部鼠 瞑淋 巴腺 一 一 一 十 鉄 鉄 一 一 副 鉄 鉄 鉄一 一

膝 嘱 窩 淋 巴 腺一 鉄 鉄 一 柵 柵 一 一1一 什1一 帯 一

幽 門 部 淋 巴 腺 一 一 一 欄 一 一

一 一

一"

肝 門 淋 巴 腺 一 一 一 一

膵 肝 門 淋 巴 矧 一,

一 一 ■ 一 一 一

腸 間 膜 淋 巴 腺一 一 一
一 ●一 一 一 一 一

'廻 盲 部 淋 巴 腺 一 温 一 一 一一1一 一

後 盲 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一 一1一一 一
結 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一

'肺 臓 一 一 一
一

一 一 一

肝 臓 一 一 一
一

一 一 一

腎 臓 一 一 一 一 一 一

`

脾 臓 一 一 一 一 一 一

菌 注 入 部 位 ? 冊 o◎ 珊 ◎◎ 冊
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第3項 膝關節腔 内死結核 菌

注 入實験 成績

生結核菌ヲ膝關節腔内二接種シタル ト同一方法 ノ下

二、膝關節腔内二1.0種 ノ死結核菌 ノ注入 ヲ行 ヒタル

後、2日 、4日 、6日 、7日 、8日 、10日 、12日 、

15日 ト各 々異 レル生存 日籔 ノ下二撲殺ヲ行 ヒ、死結

核菌 ノ淋巴系統ニヨル播布状態 ノ観察ヲ行ヘリ。

第83號 、生存 日藪2日``

接種 セラレタル死菌 ノ淋巴腺内出現ヲ認 メザリキ。

第84號 、生存 日$z4日

本例二於テノ・膝關節腔内二接種セラレタル結核菌ハ、

皮下淋巴毛細管内二進入スル事ナ〃、接種セラレ・タル

菌 ノ大多藪ハ深在淋巴管ヲ介シテ先ヅ膝咽窩淋巴腺

二至 リ之 ヨリ更 二進行シテ深部鼠瞑淋巴腺 二到達セ

リ。其 ノ中ノー少部分・・夏二進行シ、腰下部淋巴腺 二

到達スルヲ知 レリ。肺臓内二死結核菌 ノ比較的多量ヲ

詮明ジタルハ、菌接種時二血流中二移動 セルモノニシ

テ、氣管氣管枝腺内二菌 ヲ登見 セルノ・肺臓ヨリ移行シ

來 レルモノト考フ。

第85號 、生存 日倣6日

深鼠瞑部淋巴腺、及 ビ膝腫淋巴腺 ノ摘出不能ニヨリ、

深在淋巴管径路不明ナ レド、薦骨淋巴腺二比較的多量

ノ菌 ヲ登見シ、且、膝脳雛髪淋巴腺内二於テハ少量 ノ

菌 ヲ謹明シタル ノミナル鮎ヨリシテ、薦骨淋巴腺内ヘ

ノ菌 ノ進入ノ・膝嘔雛嚢淋巴腺 ヲ介シテ進入 ジタル菌

モアルベケ レド、或・・深鼠瞑淋巴腺 ヲ介シテ來ルモ ノ

第12表

ガ大多数二非ズヤ ト考フ。

第86號 、生存 日数7日

第87號 、生存 日敬8日

雨例 二就 テノ・第84號 例、蛇二85號 例訊明ニヨリ菌ノ

進行径路明白ナリ。

第88號 、生存 日数10日

右側薦骨淋巴腺、深鼠瞑淋巴腺、膝腫窩淋巴腺ニハ多

少 ノ腫脹 ヲ認 ム。

接種結核菌 ノ大部分ハ深鼠瞑淋巴腺 ヲ通過シ、後腹膜

腔淋巴腺内二進入ス、然 レドモ少量 ノ菌 ハ淺在淋巴毛

細管 ヲ通過 シテ後腹膜腔内淋巴腺二到達ス。

第89號 、生存 日数12日

本例二於テノ・接種 セラレタル死結核菌 ノ大部分へ 皮

下淋巴毛細管 ヲ通過ンタル後、後腹膜腔二到達シタノレ

モノト認 ム。

第90號 、生存日撒15日

摘出不能淋巴腺多ク、菌進行状態ヲ知 リ得ザレドモ、

菌接種後15日 ノ日数 ヲ経過スルニ不拘接種セラレタ

ル菌 ノ未 ダ淋巴腺内二謹明シ得 ザルノ・明カニ菌播布

ノ徐 々ナル事ヲ示ス。

小 括

以 上8例 テ総 括 スル ニ接種 セ ラレタル死結核菌

モ、 生結核菌 テ膝 關節腔 内 二接 種 シタル揚合 ト

同一径路 ニ ヨ リ播布 セ ラレ其 ノ大部分 ガ深在淋

巴管 ニ ヨ リ吸牧 セ ラル ・事 テ知 レリ。

膝關節腔内死結核菌注入

海6冥 番 號 83 84 85 89 90

髄 重 260 460 340 400

,

340 300 320 370

結核菌接種量(麺) 1.0 1.0 1.0 1.0 !1・O
l

1.0 1.0 1.0

菌接種後生存 日鍛(日) 2 4 6 7i81・ ・ 12 15

髄側

淋巴腺臓器名
㊨ 左 ㊨ 左 右 ㊧ ㊨

「

左 、右 ㊧ ㊨ 左 ㊨ 左 右 ㊧

頬 部 淋 巴 腺
=

三
二
二

二

三
二

二
二

一 =
一

=一
一

ニ
ー

二

三
{

二

二
=
『

=噌

1}}{
-1-

_1_

二
=
}

一=

三

一=

三

=

噸 部 淋 巴 腺 =

=

=

=
二

一=

三

==

耳 下 部 淋 巴 腺 一
一 二 ニ ー

二

=

7
-

=
=
『

『}一

顎 下 部 淋 巴 腺
一 一

淺 頸 部 淋 巴 腺 一

二
ニ
ー

壬

≡

一二

二

ニ
ー

=一

=
一=

= = 二
深 頸 部 淋 巴 腺 =

} 二 」二 「_ニ ー二

一
[一 一

一1-i一 … 一

=1=一 「=■1=1=

こ 二 二
一

=一

三鎮 骨上 窩 淋 巴腺 十 一i一

腋 窩 淋 巴 腺 一 一 一 =「=哺
一

一 、

σ
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後肩脾 骨淋 巴腺
一

二
=

二
二
二

十 一 二
一

=一

=
一
馬鉄

一
一

二

三
一

三
一
そ
一
一

壬
一

そ
一

一
一

二
二
二
鉄
二
丁
ニ
ー
十一

一
、 二1二.

一

二
二
二
歓
=

≡
一

二
ニ
ー

二
畝一
_=_

二
一

三
猷
}一 一

訣

二
一
一

一

二
二
二
鉄

一
一 二
二
二
鉄一
十一

ニ
ニ
帯一

二

前上縦隔蜜淋巴腺

一
一
一

二
氣管氣管枝淋巴腺

一
十一
十一

二
二
鉄

一 二
一
一

_二
二
歓
=
=
=
一

二

」迭一
鉄

一

二
訣
二

一

二
鉄

一 　一一

腎 臓 部 淋 巴 腺

一=

一
鉄
ニ
ー=

=
=
=
=
=

二
鉄
=
=
=
=

腰 中間部淋 巴腺 鉄 鉄一=

=

鉄 鉄一一 一

二 =一
一 二
二
二
二
二
二

一
腰 下 部 淋 巴 腺

一

=
二
二

十 一 二
二

一

壬
二

=

=一 二
二
二
二
鉄
=

二
帯一
十一
十十一
柵
=

腸 骨 部 淋 巴 腺
帯 什薦 骨 部 淋 巴 腺

一 一
1 二

一1

膝 胴激 嚢淋 巴腺
一
一 土
量
竺
歓

膝 脳 窩 淋 巴 腺
=
一1一

柵1-

_1_

歓一 一

土
鉄

=[二

三
鉄

五
十
=

二
十一
鉄
二

_一 一 一

深 鼠 瞑 淋 巴 腺一 一 一 三 　±」_
一

訣一
鉄

一

尾 聞 骨 淋 巴 腺
一 鉄

一
幽 門 部 淋 巴 腺

一 一 一 一 一 一

1

一 一

一
一1一 一

二_
一 一

肝 門 淋 巴 腺
一 十十 一 一

一 __一
一 一 一 一

膵 肝 門 淋 巴 腺
一 一 一 一

}一

一

一

一
'1

-' 一
_』 ニー一_

__二._

腸 間 膜 淋 巴 腺
一 一 一

一一

一

一一…≡一
一

一 皿=}廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一 一 一
一

_

_.二__後 盲 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一

結 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一
一

一 一
._二.

r6■■口9

一
肺 臓 一

一}
柵一 一
一

一 一

一 一 一 一 一
肝 臓 一

腎 臓 一 一 一 一 一 一 一 一

脾 臓
一 一 一 一 一 一 ,一 一

菌 接 種 部 位 十十 十十 冊1柵 柵 冊 冊1昇

第4項 腹腔 内死結核菌接種 實験成績

生結核菌接種實験 ト同一方法 ノ下二、側下腹部 ヨリ死

菌 ヲ注入シタル後、2日 、4日 、6日 、8日 、10日 、

12日 、15日 、20日 ノ8例 二就 キ注入死結核菌 ノ淋巴

腺内出現状態 ヲ観察セリ。

第91號 、生存 日藪2日

第92號 、生存 日薮4日

本例二於テハ大網内二少量 ノ死菌ヲ登見セル ノミニ

シテ未ダ淋巴腺内へ結核菌 ノ進行シタルヲ認メザリ

キ。

第93號 、生存 日数6日

大網中二吸牧セラレタル 死結核 ハ幽門部淋巴腺内二

進入シ、夏二日鍛 ノ経過ハ共二漸次進行シ、極少量/

菌 ハ腎臓部淋巴腺内二進入セリ。

第94號 、生存 日数8日

淋巴系統ニヨル播布 ハ、前第93號 ト同一径路ニヨル。

更 二本例二於テ脾臓内二結核菌 ヲ詮明シタル経路ハ

大網中ノ毛細血管ニヨリ吸牧サレ、最モ屡 く菌 ノ瀦溜

ヲ見ル脾臓内二現ハレタルモノト考フ。

第95號 、.生存 日数10日

前上縦隔蜜淋巴腺内二菌 ヲ謹明シタル・・、既二生結核

菌 ノ腹腔内接種實験成績二述 ベタノレガ如ク、横隔膜淋

巴毛細管 ヨリ吸牧セラレタル菌ガ、胸骨内面内乳動静

脈 ノ内側、或ハ外側ヲ通過 シタル後、前上縦隔蜜淋巴

腺内二達シタルモ乙ナリ、然 レ・ドモ之ヲ生結核菌二於

ケル實験 ト比較ヲ行フ時、出現 シタノレ菌量ガ日鍛 ノ経

過シタルニ不拘著シク少量ナル事 ヲ知 レリ。

第96號 、生存 日数12日

大網 ヨリ吸牧セラレ・タル菌ハ、幽門部淋巴腺 ヲ通過シ

タル後肝門淋巴腺二至ルー方、大網毛細血管ヨリ吸牧

セラレタル菌ハ脾臓二至 リテ止ル、更二横隔膜淋巴管

ヨリ吸攻,セラレタル菌ハ、前上縦隔賓淋巴腺内二止ル

モノニシテ共ノ裡路ハ全ク生菌實験 ト同・一径路ナレ

ド・淋巴腺内出現結核菌量 ノ・著 シク少量ナリ。

第97號 、生存日藪15日 、淋巴腺内二菌 ノ出現 ヲ認メ

ズ。

第98號 、生存日数20日

腰下部淋巴腺、腎臓部淋巴腺内二結核菌 ヲ謹明シタ

リト錐モ其菌量著シク少量ニシテ
、且 ツ日数 ノ経過 ト

共二淋巴腺中ノ菌量 ノ壇加セルガ如キ状態 ヲ認 メズ.
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小 括

以上腹腔内一死結核菌 テ注入 シタル8例 二就

テ、其 ノ成績 ラ練括 シテ按 ズルニ、本實験二於

テハ淋巴系統ニヨル播布脛路ハ知 リ難ケレド、

注入セラレタル死結核菌 ノ淋巴系統 ニヨル進行

状態ハ著 シク徐 々ニ シテ、且ツ播布菌量ノ著 シ

ク少量ナル ト共二、 日撒 ノ経過 ニヨリ淋巴腺内

二於 ケル菌量 ノ増加、或ハ菌登見淋巴腺撒 ノ檜

第13表 腹腔内死結核菌注入

海 狸 番 號 911921g3 94!95!96
1

97 98

盟 寡 400 3201400 4301450i 1400 400 440

結 核 菌 注 入 量 2.5 2.52.5 2.引2.5 2.5 2.5 2.5

菌注入後生存 日撒(日) 2 4 6 810 12 15 20

＼ 一 髄側

淋巴腺及癖 碁 く
周 左
1
右

【

左 右
1

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左

頬 部 淋 巴 腺 一

二
ニ
ー

三
=
=

三
二

ニ

ー二
訣
=

可
=

三
二

三一

『

二
二

=
=

≡

二
二
二
二
訣
=
一
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加 テ來サザル事 テ確知セリ。

第5項 腹壁皮下死結核菌接

種實験成績

第14表 ヲ通覧スルニ菌出現淋巴腺撒ノ著・yク少数二

シテ、且少量ナル事 ヲ知vリ 、帥チ第99號 例、第100

號例、第102號 例 中二於 テ1乃 至2個 ノ淋巴腺内二結

核菌ヲ詮明シタル ノミニシテ、是等淋巴腺内二出現シ

タル径路二關シバ既二再三述ベタルガ如ク、皮下淋巴

第14表 腹壁皮下死結核菌注入
1

海 瞑 番 號 99 100 101 102 103 104 105 106

髄 重 360 400 320 430 400 380 450 430

結核菌注入量(瑳) 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5

菌接種後生存 日数(日) 1 4 5 5 7 10 15 20
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毛細管ヲ介 シテ進行シタルモ ノナ リ。本實験二於テハ

菌 ノ進行径路ヲ云々セントスノレモ ノニ非 ズシテ、死結

核菌 ノ播布状態 ノ観察 ヲ行ヘルニ。帥チ皮下二接種セ

ラレタル菌ノ・殆 ソド菌注入部位二固定サ レ、生菌ノ如

ク淋 巴腺系統ニヨリ廣Lク分布サル ・事ナク、局所二於

テ漸次消滅スルモ ノナラソト思惟ス。

第4章 種 々ナル個所 ヨ リ接種 セラレタル結核菌 ノ

進行径路虹二播布状態二就テ

A)結 核菌 ノ進行径路 二就 テ

禮 内二接種セラレタル生死結核菌 ノ進行脛路 テ

次 ノ如 クニ分類 シテ述ベ ントス。

力

鋤

紛

の

粉

頸部淋巴管径路

前趾淋巴管径路

後趾淋巴管径路

腹腔内淋巴管吸牧径路

胸腹壁淋巴管径路

1)頸 部淋 巴管径路、鼻孔粘膜下生結核菌接種、

15例 ノ成績 ヨリ、結核菌ノ通過 スベキ頸部淋巴

管 二於 テ按ズルニ、之 テ皮下淋巴毛細管 ト、深

在淋巴管 ノニ種二分 チ、前者 ト直接關係テ有ス

ル淋巴腺テ皮下淋巴腺 ト云 ヒ、頭部淋巴腺、耳

下淋巴腺 コレニ属 シ、互二皮下淋巴毛細管ニヨ

リ連絡セラル、又皮下淋巴腺 ハ、軍 二頸部皮下

淋巴毛細管 トノ連絡 ノミニ止マ ラズ、實験例 二

於テ展 ≧遭遇 セルガ如 ク、腹壁皮下二菌接種 ノ

行 ハレタル場合二耳下淋巴腺、或ハ頭部淋巴腺

内二菌テ謹明 シタルガ如ク、腹壁皮下淋巴毛細

管 トモ夫 々密接ナル關係 テ有 ス。後者即チ、深

在淋巴管二屡 スル淋巴腺ハ、淺頸部淋巴腺、深

頚部淋巴腺、鎖骨上窩淋巴腺ニ シテ、皮下淋巴

腺 トー定 ノ径路テ保チテ連絡 テ有 ス。其脛路ハ

墨汁實験 二於ケル ト同一脛踏ニシテ、即チ余ガ

假 二命名セル、頸部淋巴腺脛路第1型 及 ピ第2

型 ニヨルモノニシテ其詳細ナル径路ハ鉱二省略

ス(第1報 、第1圖 、第2圖 参照)。

而 シテ以上頸部淋巴腺中二於テ最モ圭要ナル淋

巴腺ハ深顛部淋巴腺 ナリ。即チ頸部淋巴管 ハ総

テー旦深頸 部淋巴腺内テ通過 スルニ非ザレバ静

脈 二開ロスル事 テ得ズ、從 ツテ病痩 ノ何塵 二存

スル トモ、本淋巴腺ハ最モ病慶 テ惹起 シ易キ淋

巴腺 ナリ、故二結核研究者ハ淋巴腺観察二當リ

テハコノ深頸 部淋巴腺 テ忽セースベカラザルモ

ノナリ.

2)前 趾淋巴管径路二就 テ

結核菌 ノ前趾 テ進行 スベキ径路 テ、皮下淋巴毛

細管 ト、深在淋巴管径路 トノニ径路二分ツ。皮

下淋巴毛細管 内二進入 シタル菌 ハ先ヅ皮下淋巴

毛細管 テ通過 シ、後肩朋骨淋巴腺 二至 リ、之ヨ

リ腋窩淋巴腺 テ通過 シタル後、始 メテ静脈内二

進入ス。深在毛細淋巴管内二進入 シタル菌ハ、

一 ツハ鎖骨上窩淋巴腺 内二入 リ、一ツハ前上縦

隔賓淋巴腺二進入 シ、更 ニ ーツハ縦隔賓テ通過

シタル後、氣管氣管枝淋巴腺内二進入ス、是等

ノ径路ハ 墨汁實験 ニヨリテモ 目撃 シ得ザ レド

唯、菌畿見淋巴腺 ノ關係 ヨリ見テ斯 ク定メタル

モノナレド確定的 ナルモノト信ズ。

然 レドモ皮下接種 ノ場合 ニハ接種 セラレタル菌

ノ大部分ハ皮下淋巴毛細管 テ通過 スルモノニシ

テ、深部淋巴管 テ介 シテ進行 スル菌ハ極 ク僅少

ナ リ。

3)後 趾淋巴管径路二就 テ

後趾臆皮下二結核菌 ノ接種 テ行 ヒ、淋巴腺内二

出現 シタル結核菌 ノ状態 ヨリ、後趾 二於 ケル結

核菌 ノ淋巴管 テ介 シテノ進行径路 テ知 ラント

スo

後趾二於 テモ、前趾淋巴管二於 ケル ト同檬、淺

在淋巴管、即 チ皮下淋巴毛細管、及 ピ深在淋巴

管 ノニ径路二分 ツ事 テ得。後趾踪皮下二接種セ

ラレタル菌ガ皮下淋巴毛細管内二進入セバ、直

チニ膝脳雛髪淋巴腺 二到達 シ、然ル後、3本 ノ

輪出管 ニヨリ夫々、深鼠践淋巴腺、薦骨淋巴腺、

腰下部淋巴腺 二連絡 セリ。深在淋巴管内二進入
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シタル菌 ハ先 ヅ膝脳窩淋巴腺 テ通過 シタル後、

深鼠践淋 巴腺 内 二進 入 シ、更 二薦骨淋 巴腺、腰

下部淋巴腺 テ通過 シテ後腹膜 腔内淋巴系統 ラ上

昇 シ終 二艀脈角 ヨリ血流中 二進 入 ス(第2囲 参

照)。

4)腹 腔 内淋巴管 吸牧脛路 二就 テ

腹 腔内 二接種 セラレタル菌 ハ、 主 トシテ次 ノ三

径路 ニヨリ吸敗 セラル。

第1ハ 最 モ吸牧 力 ノ旺盛 ナル横隔膜 内淋 巴毛細

管 ニ ヨル吸牧 ニ シテ、本淋巴毛細管 ニヨ リ吸牧

セラレタル菌 ハ、胸骨 内面 ニテ内乳動 静脈 ノ外

側、或 ハ内側 テ通過 シ、前上縦 隔寳淋 巴腺 内二

進 入 シタル後 静脈 内二流 入 ス。

第2ハ 大網 ニヨル吸牧 ニ シテ、先 ヅ幽門淋巴腺、

肝 門淋 巴腺、膵肝 門淋 巴腺 ラ順次通過 ノ後、後

腹膜腔 二存在 セル腎臓部淋 巴腺中 ノ… ツニ進 入

シタル後、胸管 テ通過 シテ静脈 二入ル。 第3ハ

腹膜面 ヨ リ吸牧 サ レタル菌 ハ極 少量 ナ レド、腰

下部淋 巴腺 内二出現 シタル後漸次 上昇 ス。

腹腔 内吸牧 ハ以 上3淋 巴管径路以外 二、大網 毛

細血管 ニヨルハ吸敗 モ忽 セー スベ カ ラザ ル脛路

ナ リ。

5)胸 腹壁皮 下淋 巴管径路 二就 テ

腹壁皮下淋巴毛細管 テ介 シテ進 行 スベ キ結核菌

ノ進行脛路 ハ、結核菌 ノ接 匝部位 ノ如何 ニ ヨリ

異 リ、菌 ノ進行径路 ハ全身感染 ト重要 ナル關係

テ有 ス。即 チ第3圖 二於 テAナ ル部位 ノ皮 下 二

菌接種 テ行 ヘバ、該菌 ノ大部 分 ハ直 チニ皮 下淋

巴管 二吸牧 セラレ同側、後肩脾骨淋 巴腺 内二進

入 シタル後、腋窩淋巴腺 テ通過 シテ静脈 内二入

ル。即 チ本例 二於 テハ接種 セ ラレタル菌 ハ1個

所 ヨ リ深部 へ進 入 ス。Bナ ル個所 ノ皮下 二菌接

種 テ行 ヘバ ー部 ハ前述Aト 同一径路 ニ ヨリ進行

シ、他 ノ 部 ハ膝咽雛髪淋 巴腺 内二進 入 シタル

後・深鼠践淋 巴腺、腰下部淋巴腺、 薦骨淋巴腺

内 二夫 々進 入ス。本例 二於 テハ2個 所 ヨ リ罷 内

二進 入 ス。Cナ ル位 置 二菌 ノ接種 テ行ヘバ同側

第5章

膝脳霰髪淋巴腺内二進入 シタル後、前記Bト 同

一径路 テ進行ス、即チ1側 ノ膝胴鍛髪淋巴腺 内

二進入シタル場合ハ後腹膜内ノ諸淋巴系統 テ通

過 シタル後二非ザレバ血流内二移行 シ得ズ故二

全身感染惹起 二多少 ノ遷延 テ來 スモ ノト考 フ。

Dナ ル個所二接種 セラレタル菌ハ左右後肩朋骨

淋巴腺内二進入ノ後、前記Aト 同一一脛路 ニヨリ

雨側 ヨリ膿 内二菌 ノ進入可能 ニシテ、且、静脈

開ロマデノ距離短 キ爲メ比較的全身感染惹起 ノ

速 カナルモノ ト考 フ。

次二Eナ ル個所 二菌 ノ接種 テ行 ヘバ、爾側後肩

脾骨淋巴腺、及 ビ雨側膝脳鍛髪淋巴腺 ノ4個 所

ヨリ匿内二進入 シ得 ルモノ ト考 フ。 .又、Fナ ル

個所二接種 セラレタル菌ハ爾側膝脳鍛髪淋巴腺

テ介 シテ、2個所 ヨリ罷 内二進入スベキ ト難モ、

接種部位 ヨリ静脈開ロマデノ距離長 ク全身感染

惹起 二比較的長時間テ要スルモ ノト考 フ。

深在淋巴管二吸牧セラレタル菌ハ腹膜 ノ外面 テ

上昇 シテー部 ハ横隔膜内淋巴毛細管 ト合 シ、胸

骨内面テ上昇 シテ前上縦隔賓淋巴腺内 二進入

ス、更ニー部分ハ、腎臓静脈 ヨリ出 テ後腹膜腔

テ腹膜二沿 ヒ横走セル血管分枝 二沿 ヒテ走 レル

淋巴管二吸牧セラレ、腎臓部淋巴腺 ノーツニ進

入 シ・然ル後、肝門淋巴腺、膵肝門淋巴腺 テ通

過 ノ後、再 ビ後腹膜腔内淋巴腺 二流入ス。

第3圖 胸腹壁匠書圖

＼ノ∠U＼/
後肩脾骨
淋巴腺

膝胴雛髪
淋巴腺

結核菌 ノ部属淋巴腺拉・=蓮隔淋巴腺侵襲 二就 テ
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接種 セラレタル結核菌ガ部屡淋巴腺 テ先 ヅ侵襲

スルモノナリヤ否ヤニ關 シテハ結核研究者間二

於 テ砂 カラズ問題 トセラル ・所 ニシテ、一般ニ

ハ部屡淋巴腺 テ侵 スモノナリト考ヘラル。然 レ

ドモ佐多博士一門 ノ研究 ノ結果ニヨレバ、微量

結核菌接種二於 テハ必ズ シモ部屡淋巴腺 テ侵ス

事 ナク遠隔淋巴腺 テ侵襲 スル事 アリト云 フ。

余 ノ實験 二於 テハ常 二多量結核菌 ノ接種 テ行 ヒ

タルテ以テ、弦二部屡淋巴腺 ノ侵襲 ノ有無 テ接

種菌量ニヨリ云々スル事能ハザ レドモ、部屡淋

巴腺侵襲ガ菌接種部位 ノ如何 ニヨリ軍一淋巴腺

ノ侵襲 二止ル事 アリ、或 ハ3乃 至4個 ノ淋巴腺

ガ同時二侵襲 テ蒙ル事 アルテ知 レリ。例ヘバ腹

壁中央部二結核菌 ノ接種行 ハレタル場合ニハ、

接種 セラレタル菌 ハ皮下淋巴管ラ介 シテ、左右

後肩脾骨淋巴腺、及 ピ左右膝脳鐵嚢淋巴腺内二

進入 シ4個 ノ淋巴腺 ガ部屡淋巴腺 ノ如キ型 トナ

ル、斯 クノ如 キ場合二於テハ接種 セラレタル菌

ノ血流内移動 ハ速 カニシテ、從 ツテ速 カニ全身

感染 ラ惹起 セシム。然 レドモー側下腹壁皮下二

菌接種行ハレタル揚合ニハ、大多藪 ノ菌 ハ、菌

接種側膝脳搬髪淋巴腺内二進入 シ之 ヨリ後腹膜

腔内淋巴系統、及 ピ胸管 テ通過 シタル後始メテ

静脈内二進入スルモ ノニシテ全身感染 テ惹起 セ

シムル事比較的遷延 セラル。斯 クノ如 ク菌接種

部位 ト部屡淋巴腺侵襲、拉 二全身感染 トノ間ニ

ハ重要ナル關係 テ有 スル事 テ知 レリ。菌 ノ遠隔

淋巴腺侵襲 二關 シテハ、從來血流ニヨルモノ ト

考ヘ ラレタレド、余 ノ行 ヒタル墨汁注入實験、

及ピ生結核菌 ノ皮下接種 二關スル實験 ニョリ遠

隔淋巴腺 ノ侵襲 ハ皮下淋巴毛細管 テ介 シテモ行

ハル ・モ ノナル事 テ間明セ リ。例ヘバ下側腹壁

皮下二接種 セラレタル結核菌ガ、耳下淋巴腺、

碩部淋巴腺、或 ハ後肩朋骨淋巴腺内二屡 ヒ詮明

セラレタル庭 ニシテ之ガ皮下淋巴毛細管ニヨリ

移動 セラレタル事 ハ墨汁實験 トノ比較 ニヨリ確

認 セル所ナ リ。

斯 クノ如 ク遠隔皮下淋巴腺 内二於 ケル菌 ノ出現

ハ、皮下淋巴毛細管 一ヨルモ ノナル事 テ謹明シ

得 タレド、余 ノ行 ヘル腹壁皮下、關節腔内、及

ピ前趾踪皮下菌接種 ノ例 二於 テ展 ≧他淋巴腺 ト

全 ク無關係 二肝門淋巴腺 内 二菌 テ謹明 シ得タ

リ。本淋巴腺 テ侵襲 スルニ至 レル菌 ノ進行脛路

二關 シテハ、軍 二腹壁皮下二菌接種 ガ行ハレタ

ル場合二後腹膜腔二於テ腎臓静脈 ヨリ腹膜二接

シテ横走 セル静脈分枝二沿 ヒ上昇セル淋巴管ラ

介 シテ腎臓部淋巴腺二至 リ、之 ヨリ肝門淋巴腺

内へ進入セルガ如キ淋巴管径路以外 ニハ菌ノ進

入径路全ク不明ナリ、從 ツテ肝門淋巴腺侵襲ノ

径路 ハ上述淋巴径路以外 ニハ菌 ノ血流移動ニヨ

ルモノト考 フルノ外 ナシ。

要是、遠隔淋巴腺侵襲 二於 テハ皮下淋巴毛細管

ガ重要ナル役目テ演ズルモ ノナレド、経血管系

統 ニヨル遠隔淋巴腺侵襲モ忽 セニスベ カラザル

モ ノト考 フ.

余 ノ研究二於 テ肝門淋巴腺 ガ屡 、遠隔淋巴腺 ト

シテ侵襲 テ蒙 リタル事ハ、結核 ノ實験的研究中

重要ナルモ ノニシテ、結核研究 ノ動物實験二當

リテハ菌接種部位 ノ如何 二拘ハラズ肝門淋巴腺

ノ検査テ行 フベキモ ノナリ。

第6章 結核菌 ノ肺臓虹二氣管氣管枝淋巴腺ノ侵襲二就テ

結核菌 ノ肺臓 内進入径路ニハニツアリ。即チ、

其一ハ氣道感染 ニシテ、他 ノーツハ血行感染ナ

リ。既二第二報 トシテ報1`i`セル海狽肺臓淋巴管

径路 ラ参照 シテ結核菌 ノ氣道感染脛路二就テ述

プベ シ。室氣 ト共 二吸入セラレタル結核菌 ノー

部ハ途中二於 テ氣道粘膜 二止 リ粘膜下淋巴毛細

管中二吸牧 セラレ、或 モノハ喉頭二、或モノハ

氣管氣管枝淋巴腺 内二進 入ス。斯 クノ如クニシ

テ肺臓二到達 シ得ザル菌 ノ存在 セルー方、氣管

内テ通過 シ肺胞内二到達 シタル結核菌 ハ各肺胞

壁周園淋巴毛細管 内二進 入 シ、各々互 二合流 シ

タル後、氣管分枝 ト走行 テ共ニセル淋巴管内二
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進入シ漸次進行 ノ後肺門テ出テ氣管氣管枝淋巴

腺内二進入スルガ如キ径路 テ取ルモノナリ。

從來人膿 ノ肺臓内へ進入 シタル結核菌ハ大多撒

ガ肋膜 ノ近クニ初感原駿竈 テ形成スルモノナリ

トハー般二認メラレタル塵ナリ。

海猿肺臓 ノ結核感染ガ肝臓、脾臓二比 シ著 シク

僅少ナル事ハ屡 ㌃経験セル塵ニシテ之ガ原因二

關 シテモ考察 テナセルニ、結核菌 ノ大禮 ノ進行

径路 ハ上述セル塵ナレドモ最モ重要ナル貼ハ海

猿肺臓 二於 テハ人肺二見ラル ・ガ如キ網状 ノ連

絡 テ有スル肋膜下淋巴管ナ 久 肋膜下二於ケル

菌 ノ通過即チ肺臓内二於 ケル菌 ノ通過著 シク容

易ナル爲結核菌 ノ肺臓瀦溜少 キモ ノナルコ トテ

知 レリ。

猫ホ、淋巴管系統 ニヨル感染以外 二総 テノ淋巴、

拉二血液 ノ還流 シ來ル肺動脈 ヲ経 テ移動 シ來 レ

ル菌 ノ肺臓内瀦溜 モ亦可能 ナラン。但 シ肺動脈

中ノ菌 ノ流 レハ速 カナルガ故二肺臓 内瀦溜ハ極

メテ少量ナルベ ク、叉血流中 ノ結核菌ハ肺臓通

過中二淋巴管内二移行 シタル後、速 カニ淋巴系

統テ通過 シ、氣管氣管枝淋巴腺 二至 リテ瀦溜ス

ル事モ考 フルニ難 カラズ。

第7章 総括及ビ考按

從來結核菌 ノ禮内播布歌態二關スル研究ハ種々

ナル方法 ノ下二廣汎二亙 リ行ハレタリト難モ其

ノ研究方法ハ主 トシテ動物通過實験ニヨルカ之

二病理組織學的検査、或ハ細菌學的検査方法テ

併 セ行ヘルモノニ過ギザリキ。.

余ハ從來ノ研究方法 ト全 ク異 レル研究方法、即

チ淋巴系統 ノ解剖學的知識 テ基礎 トナシ、結核

菌接種後比較的初期二於 テ海猿 ノ全身淋巴腺 ノ

摘出テ行 ヒテ菲薄塗抹標本テ作製鏡検 シ、以テ

結核菌ノ禮内播布月犬態 ノ詳細テ知 リ得 タリ。弦
む

二實験成績 ノ線括 テ行ハントス。

接種 セラレタル結核菌 ノ淋巴腺内二出現スベキ

径路 テ按 ズルニ、経淋巴系統及 ピ経血管系統 ノ

ニ径路 ニヨルノ外ナシ。今淋巴系統 ニヨル結核

菌 ノ膿 内播布テ知 ラントスルニ當 リ、先 ヅ以テ

血管系テ介 シテ淋巴腺内二 出現 シ得ル結核菌

量.及 ピ結核菌出現淋巴腺撒 テ知 ラン爲メ、多量

ノ墨汁 テ梅猿血管内二注入シ以テ墨テ1穎粒 ノ淋

巴腺内出現量 ノ多寡、及 ピ墨汁穎粒出現淋巴腺

数 ノ検査テ行 ヒタルニ墨汁穎粒 ノ淋巴腺内出現

量 ノ著 シク少量ナル事ラ知 レリ。而 シテ嘗テ天

野ガ行ヘル動静脈内注入結核菌 ノ淋巴腺 内出現

ハ少量ナ リト云 フ實験 トテ合 セ考察スル時
、血

流中二進入セル結核菌 ノ淋巴腺内二出現 シ得ル

菌量モ亦、極少量ナル事 テ推知 セリ。

次二健康海狸淋巴腺 内二抗酸性菌存在 スルナラ

バ、接種結核菌 トノ鋸別困難ナルテ以 テ實験 二

先立チ健康梅猿淋巴腺内二於 ケル抗酸性菌 ノ有

無ラ検査 シタルニ、其結果全 ク抗酸性菌 テ謹明

シ得ザ リキ。從 ツテ健康海猿淋巴腺中ニハ抗酸

性菌ハ全 ク鋏如スルカ、存在 スル トシテモ塗抹

標本ニテハ謹明 シ得ザル程 ノ極微量ナル事 テ知

レリ。

結核菌ノ検出方法 トシテハ、動物通過實験ニヨ

ル法、塗抹法ニヨル直接検査方法、拉二培養方

法 ノ3方 法アリ。然ルニ余 ノ實験 二於テハ梅狸

1頭 二就キ40絵 個 ノ淋巴腺 ノ検査 テ行 ハザル

ベカラズ、從 ツテ動物通過實験 ノ適用 ノ不可能

ナル事テ知 レリ。依 ツテ塗抹標本検査方法、或

ノ・培養方法二依 ラザルベカラズ
。弦 二於テ雨方

法ニヨル成績 ノ比較研究 テ行ヘルニ、其成績二

大差 ナキ事 テ認メタリ。而 シテ100絵 頭 ノ海狽

テ使用 シ・夫々鼻孔粘膜下、前趾踪皮下、後趾

踪皮下・關節腔内、腹腔内、腹壁皮下 ノ6個 所

ヨリ生・死雨結核菌ノ接種 テ行 ヒ、其 ノ播布状

態・即 チ淋巴系統ニヨル結核菌 ノ進行径路、進

行菌量二就テノ観察 テ行ヘ リ。

接種 セラレタル結核菌ハ比較的速 カー皮下淋巴

毛細管テ通過 シテ、其大多激 ハ近接淋巴腺 内二

進入 シ・一部分ハ遠隔淋巴腺内二進入スルテ常
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トス、但 シ更ニー少部分ハ血流中二直接 二、或

ハ淋巴系統 テ通過 シテ血流中二進入スルモ ノア

リ。特二鼻孔粘膜下 ノ如ク皮下組織 ノ粗霧ナル

部位、及 ピ關節腔 二於 テハ皮下淋巴毛細管、拉

二深在淋巴管 ニヨル進行著 シク速 カーシテ、前

趾蹄皮下、或 ハ後趾瞭皮下 ノ如キハ比較的緩慢

ナ リ。然 レドモー旦部屡淋巴腺、或 ハ皮下淋巴

腺 内二進入 シタル以後 ノ進行速度ハ著 シレ緩慢

ニシテ、菌接種後7日 前後頃 ヨリ、漸次淋巴腺内

出現菌量、拉 二菌出現淋巴腺数 ノ檜加 スルガ如

キ傾向テ呈スルニ至ル。而 シテ10日 以後 二至 リ

テハ可成 ノ淋巴腺内菌量 ノ檜加、拉 二菌出現淋

巴腺撒 ノ増加 テ來 ス。更 二日数 テ経過 シ、30日

前後二至 レバ個々ノ淋巴腺 内ノ菌量著 シク壇加

シZF等 二多量 ノ菌 テ読明スルニ至ル。次 二生結

核菌接種後比較的初期 二於 ケル淋巴腺、及 ピ臓

器 ノ肉眼的攣化 ノ観察テ行《・ルニ接種部位二於

テハ、5日 頃 ヨリ菌接種局所二膿瘍 ラ形成 シ、

該膿中二多量 ノ結核菌 テ謹明 シ得、其頃 ヨリ所

所淋巴腺 ノ腫脹 テ認ムルニ至ル。然 レドモ淋巴

腺内菌獲見 卜淋巴腺 ノ腫脹 トハ李行 セズシテ淋

巴腺腫脹 ノ淋巴腺内菌謹明二先行 スル事 ラ知 レ

リ.コ ハ菌禮産生毒素 ノ菌農 ヨリ速 カニ淋巴 ト

共 二流出スルモノナルニ原因スルカ。

生結核菌接種 ノ場合ハ以上ノ如 キ成績 テ得 タリ

ト錐iモ死結核菌接種例 二於 テハ部屡淋巴腺、及

ピ1乃 至2個 ノ近接皮下淋巴腺 内a出 現 セルノ

ミニシテ、且ツ日撒 テ経過 スルモ更二菌ノ進行

テ認 メザリキ。

次 二從來遠隔淋巴腺侵襲 ハ血流ニヨルモノナリ

トサル ・モ余 ノ研究 ニヨレバ皮下淋巴毛細管ガ

遠隔淋巴腺侵襲 二重大 ナル役目ラ演ズルモノナ

リ。

更二肺臓、拉 二氣管氣管枝淋巴腺侵襲二關シテ

ハ、既二第6章 二於 テ詳細ナル記載 ラ行 ヒタル

テ以テ弦 二省略ス。

吾々結核研究 二從事 スル者 ニハ特 二淋巴系統ノ

知識 テ必要 トス。就中淋巴腺 二關スル知識最モ

重要 ニシテ淋巴腺 ノ肉眼的検査、或 ハ病理組織

學的検査ヲ行 フニ當 リテモ不必要 ナル淋巴腺ノ

研究 テ行 フ事 ナ久 確實ナル根縁 ノ下二立チテ

主要淋巴腺 ノ検査 テ行 フベキモノナ リ。

弦 二主要淋巴腺 テ記載 シテ本報告 テ終 ラント

ス。即チ頸部二於テハ淋巴ノ合流スル深頸部淋

巴腺、及 ピ腹壁皮下 二接種 セラレタル菌 ノ厘 ヒ

出現スル碩部淋巴腺ナ リ。胸部二於 テハ後肩脾

骨淋巴腺、前上縦隔賓淋巴腺、氣管氣管枝淋巴

腺ナ リ。腹腔二於 テハ肝門淋巴腺、腸間膜淋巴

腺、腎臓部淋巴腺ナ リ。腹壁皮下二於テハ膝脳

搬髪淋巴腺ナ リ.コ ノ9個 ノ淋巴腺ガ結核 ノ實

験的研究 テ試 ミルニ當 リテ訣 クベカラザルモノ

ト ス 。

第8章 結 論

1)健 康海瞑淋巴腺中二抗酸性菌ハ全 ク存在 セ

ザルカ、或 ハ謹明 シ得ザル程度二微量ナリ。

2)淋 巴腺菲薄塗抹標本鏡検成績ハ、淋巴腺乳

剤培養成績 ト大差 テ認 メズ。

3>淋 巴腺塗抹標本鏡検方法ニヨリ、比較的初

期 二於 ケル結核菌 ノ播布状態ラ知ル事 テ得。

4)静 脈 内二注入セラレタル多量墨汁穎粒 ノ淋

巴腺 内出現ハ極少量ナル事 ヨリ推 シテ、結核菌

ノ血管系統 テ介 シテ淋巴腺内二出現 シ得ル量モ

極少量ナルコトテ知ル。

5)結 核菌 ノ初期艦 内播布ハ主 トシテ淋巴系統

ニヨルモノーシテ、膿 内進入結核菌 ノー少部分

ガ血管系統 ニヨリ播布 セラルモ ノ・如 シ。

6)結 核菌 ノ淋巴系統 内進行径路ハ墨汁穎粒 ノ

進行径路 ト同一径路 ニシテ、一定 セル進行径路

ニョリ禮 内二播布 セラル。

7)皮 下二接種セラレタル結核菌ハ主 トシテ皮

下淋巴毛細管 テ介 シテ遠隔淋巴腺 内二進入ス。

8)結 核菌 ノ皮下淋巴毛細管 内通過ハ比較的速

カナレド、一旦淋巴腺内へ進入 シタル後 ノ結核
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菌 ノ進行ハ著 シク緩慢ニシテ淋巴腺 テ順次一歩
一歩進行 ス

。

粉 深頸部淋巴腺、頭部淋巴腺、前上縦隔寳淋

巴腺、氣管氣管枝淋巴腺、後肩脾骨淋巴腺、膝

脳級髪淋巴腺、肝門淋巴腺、腸間膜淋巴腺、腎

臓部淋巴腺 ノ9淋 巴腺 テ結核 ノ實験的研究二鋏

クベカラザル重要淋巴腺 トナス。

10)艦 内二注入セラレタル死結核菌 ノ大部分ハ

接種部位二固定セラレ、極少量 ノ死菌 ノミガ、

生結核菌 ト同一淋巴管径路 テ介 シテ進行スルモ

ノナレド、淋巴腺 内二登見シ得ル菌量、拉 二菌

登見淋巴腺歎ハ生結核菌二比 シ著 シク少量且少

撒ナル事 テ知ル。

欄筆スルニ萢 ミ恩師、戸田教授 ノ御懇篤ナル御

指導 ト御校閲二封 シ満膣 ノ謝意 テ表 ス。
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